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１
本稿は、 『イスラーム地域研究ジャーナル』に連載中の以下の訳稿の続編である。
柳谷あゆみ・阿久津正幸・中町信孝・橋爪烈・原山隆広・𠮷村武典・高野太輔・佐藤健太郎・五十嵐大介・湯川武・茂木明石・中村妙子訳註﹁イブン・ハルドゥーン自伝１―７﹂ 『イスラーム地域研究ジャーナル』一―七、二〇〇九―二〇一五年、四五―五八、 三五―五六、 四七―七二、 六五―九八、 七七 一 二、 三一―四九、 四〇―五六頁（以下、 ﹁イブン・ハドゥーン自伝﹂と略記）
２
翻訳の底本は、以下のイブン・ターウィートによる校訂版を用いた。
Ibn K
haldūn, al-Ta‘rīf bi-Ibn K
haldūn w
a riḥlat-hu gharban w
a sharqan, ed. 
M
uḥam
m
ad ibn T
āw
īt al-Ṭ
anjī, C
airo: M
aṭba‘at L
ajnat al-T
ālīf w
a al-Tarjam
a w
a 
al-N
ashr, 1951 （以下、
al-Ta‘rīf と略記）
また、翻訳にあたっては以下のフランス語訳を適宜参照した。
Ibn K
haldûn, L
e L
ivre des exem
ples. T.1 A
utobiog
raphie, M
uqaddim
a, tr. 
A
bdesselam
 C
heddadi, Paris: G
allim
ard, 2002 （以下、
A
utobiographie と略記）
３
イブン・ハルドゥーンの『歴史序説』および彼の史書『省察すべき実例の書』は、彼の自伝を読み解くうえで参考になるところが多い。主に使用したのは、以下の校訂版および日本語訳である。
Ibn K
haldūn, Tārīkh Ibn K
haldūn al-m
usam
m
ā bi-K
itāb al-‘Ibar, 7vols., B
eirut, 
1971 （ブーラーク版のリプリント。以下、
al-‘Ibar と略記）
P
rolégom
ènes d’E
bn K
haldoun: texte arabe publié d’après les m
anuscrits de la 
B
ibliothèque im
périale, ed. M
. Q
uatrem
ère, Paris, 1858 （以下、
P
rolégom
ènes
と略記）イブン・ハルドゥーン著、森本公誠訳『歴史序説』全四巻、東京：岩波書店（岩波文庫 、二〇〇一年（以下、 『歴史序説』と略記）
４
訳文と原文の対照がしやすいよう、訳文中に
//p.002// などとして校訂版の
ページの切れ目を示した。
５
年代は、訳文ではアラビア語原文のヒジュラ暦表記を西暦に換算した上で、ヒジュラ暦／西暦 形式で記した。一方、註では必要な場合を除いて西暦のみ記した。ヒジュラ を西暦に換算する際、年代を決定しがたい場合には﹁六八五／一二八六―七﹂とした。
６
訳文中の括弧のうち、 ［
　
］は訳者による語句の補足、 （
　
）は簡単な語彙の
説明や言い換えである。また 『
　
』は書名を示す。 【
　
】は訳註者が付け加
えた小見出しである。詩や長文にわたる引用は、一段下げて記した。
７
アラビア語のカナ表記は大塚和夫他編『岩波イスラーム辞典』東京：岩波書店、二〇〇二年の方式に拠った ま クルア ン 引用はカイロ版 章節番号に従い、日本語訳は原則として井筒俊彦訳『コーラン』全三巻、東京：岩波書 一九六四 を用いた。
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14世紀のマグリブとアンダルス
//p.216//
再び奥マグリブへ
（
1）
【ビスクラからフェズへの移住】　
以前に詳しく述べたように、私は、マグリブの王、 ［マリーン朝］スル
ターン・アブドゥルアズィーズ
（
2）に協力して行動していた。私は当時ビス
クラに滞在していて、その支配者アフマド・イブン・ユースフ・イブン・ムズニー
（
3）の保護下にあった。彼はリヤーフ族の手綱を握っている人物で、
スルターンからリヤーフ族へ支払われる報酬の多くはイブン・ムズニーが負担しており、ザーブの税の中からまかなっていた
（
4）。リヤーフ族は自分た
ちのことの多くをイブ ムズニーに頼っていた。このような状況の中で、私とイブン・ムズニーは、気がつかないうちにアラブ遊牧民を従えることをめぐって張り合うようになっていた。そのためにイブン・ムズニーは心の内に怒りをかかえて、私に対して憶測や疑いをめぐらせてはそれを自分で正しいと信じ込み、私を中傷する者たちが耳に入れた噂や作り話を真に受けて、彼の胸は煮えたぎったのである。そこでイブン・ムズニーはこの件について、深くため息をつきながら スルタ の側近で助言者でもあるワナズマール・イブン・アリーフ
（
5）に手紙を書き送り、ワナズマールはその内容
をスルターンに告げた。スルターンはただちに私を召し出したので ［七］七四年の高貴なる預言者生誕祭の日（ラビーウ・アウワル月一二日）／一三七二年九月一一日、私は妻子と もにビ クラからスルターン ところにむかって出発した。　
その時すでにスルターンは病にかかっていた。私が中央マグリブ地域のミ
ルヤーナに到着し ほどなく スルターンが逝去し
（
6）、
//p.217// 息子のア
ブー・バクル・サイード
（
7）がワズィール・アブー・バクル・イブン・ガー
ズィー
（
8）の後見を得てその後継者に擁立され、フェズに急ぎ進むべく奥マ
グリブへむけて出発したという知らせが届いた。そのときミルヤーナにはスルターンの将軍でマリーン家の子飼いの家来 アリー・イブン・ハッスーン・イブン・アビ アリー ヤナ ティーがいた。私 彼と もにアッターフ族のもとへむけて出発し、そのアミー であ ヤアクーブ・イブン・ムーサ 家
（
9）のもとに逗留した。この家の何人かが、スワイド族のアミー
ルであるアリーフ家
（
10）の宿営地に到るまで同行して私を護衛してくれた。
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数日後アリー・イブン・ハッスーンが自らの軍隊をともなって私たちに追いついたので、私たちは揃ってマグリブへむけて出発し、砂漠の道を進んだ。　
一方、 ［ザイヤーン朝の］アブー・ハンムー
（
11）はスルターンの死後、砂漠
の中にある撤退先のティーグーラーリーン
（
12）から、すでにトレムセンへと
戻っており、トレムセンと自分の旧領のすべてを［回復し ］支配していた。そこでアブー・ハンムーは、マアキル族に属するウバイドゥッラー族のシャイフであるヤグムール家
（
13）に指示して、
//p.218// 彼らの土地の境界にあ
るザー川
（
14）の水源に位置するラアス・アル＝アインで［待ち伏せて］私た
ちの行く手を阻むよう仕向けた。ヤグム ル家は指示通り私たちの前に立ちはだかった。馬に乗ってダブドゥー山
（
15）に逃れることのできた者もいた。
しかし、私も含めて多くの者が馬を奪われて徒となり、持ち物をすべて略奪された。私は身ぐるみはがされたまま日に曝されて二日間その砂漠をさまよったが、やっと人里にたどり着くことができ、ダブドゥー山にいた仲間たちと合流し その間には、形容しが く、感謝しきれない神 恩寵があった。　
その後私たちはフェズへむけて進んだ。この年（七七四年）のジュマー
ダー月／一三七二年一〇月―一二月にフェズに着くと 私はワズィ ル アブー・バクルとその父方の従兄弟のムハンマド・イブン・ウスマー ［・イブン・カース］
（
16）を訪れた。私とムハンマド・イブン・ウスマーンとの間に
は親しく友好的な古いつきあいがあったが、それはフェズ 王権を求めてアンダルスから海を渡りサフィーハ山に拠点を置いてい ［マリー 朝］ ルター ・ア ー サ リムのもとへ、ともに赴いたとき以来のことである。このことは、本書の別の場所で述べたとおりである
（
17）。アブー・バクルは、
ワズィールらしい親切さと気前のよさを私に示し 予想を超える多くの俸給とイクターで厚遇してくれた。私は彼らの王朝の中 しかるべき立場 就いた。人々からは愛でられ、地位は高く、威厳は広く知 渡り、スルターンマジュリスでは褒め讃えられた。【マリーン朝スルターン・アブー・アッバースの権力獲得】　
その後、冬が終わった頃、ワズィール・アブー・バクル・イブン・ガー
ズィーと
//p.219// ［ナスル朝］スルターン・イブン・アフマルとの間で諍いが
起こった。それはイブン・アフマルがイブン・ハティ ブをマリーン朝の宮廷から遠ざけるよう要求したから あった
（
18）。ワズィールはこのことを拒絶
したため二人の間の雲行きが怪しくなった。ワズィールは、アンダルスを攻めるためにアフマル家の親族の何人かを用意し始めた。一方、イブン・アフマルの方でも、スルターン・アブー・アリーの子孫でアミ のアブドゥッラフマーン・イブン・アビ ・イファッルーサン
（
19）とワズィールのマスウー
ド・イブン・ラッフー・イブン・マーサーイ
（
20）の二人の解放を急いで行なっ
た。この二人の投獄は、 ［マリ 朝］スルターン・アブドゥルアズィーズの時代に、アンダルスでワズィール職にあったイブン・ハティーブがスルタン・アブドゥルアズィーズの示唆を受けて行なったものであった
（
21）。
　
今、イブン・アフマルは二人を解放し、マグリブの王権を要求させるため
に彼らを派遣して艦隊に乗せ、ガ サ サ
（
22）の海岸へ渡らせたのである。彼
らはそこで船を降り、バットゥーヤ諸族と合流した。バットゥ ヤ諸族は彼らを保護し、アミール・アブドゥッラフマーンの支配に服すると宣言した。これを受けてイブ フマルは ンダルスの軍隊を率いてグラナダから出発し、ジブラルタル
（
23）を包囲する陣を敷いた。このことについての知らせ
が、マリーン朝の国事を取り仕切っていたワズ ル・アブー・バクルブン・ガーズィーのもとに届いた。ワズィールは、ジブラルタルに置いている守備兵の援助をするため 、ただちに父方の従兄弟のムハンマド・イブン・ウスマーン・イブ ・カースをセウタに派遣した。
//p.220// 同時に自分は
アミールのアブドゥッラフマーン 戦うため 軍隊を率いてバットゥーヤ諸族のところへと赴いた。 かしそこでワズィールはアブ ゥッラフマーンがすでにターザーを征服したの 知っ ので 彼 包囲 そこに滞陣した。　
かつてスルターン・アブドゥルアズィーズは、父を同じくする兄弟、すな
わち［スルターン］候補者となりうる若者たちを集めてタンジールに幽閉していた。ムハンマド・イブン・カ スがセウタに現れたとき、彼とイ ン・アフマルとの間で使者の往来があり、二人はそ ぞれ互い 相手のし ことを非難した。イブン・アフマルは、彼ら（マリーン朝の人々）が、王位にふさわしい人物をさしおいて、歯も生え揃わぬ幼児であるサイード・イブン・アブドゥル ズィーズを擁立したことを激しく非難した。ムハンマドはイブン・アフマルの言い分を認め、自分 主張を取り下げ そこで ブン アフマルは、ムハンマドに圧力をかけて、タ ジ に幽閉されていた［マリーン家の］息子たちの中の一人に忠誠を誓わせよう した。一方 これに先立って、ワズィール・アブー・バクルもムハン ドに対して同様に、も事態がアミール・アブドゥッラフマーンゆえに に って面倒なも に
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なるのであれば、これらの［マリーン家の］息子たちのうちの一人への忠
バイア誠の誓い
をすることによって状況を打開するようにと、指示をしていた。
　
ムハンマド・イブン・カースはかつて、スルターン・アブー・サーリムの
治世に、スルターンから息子［アブー・アッバース・］アフマド
（
24）のワ
ズィールに任じられたことがあった。そこでムハンマドはただ にタンジールへと急ぎ、 ［アブー・アッバース・］アフ ド・イブン・スルターン・アビー・サーリムを幽閉先から解放し、彼に忠
バイア誠の誓いをして、彼を伴ってセ
ウタに向けて出発した。 ［セウタに着くと］ムハンマドはイブン・ ルに手紙を書き、アブ ・アッバース・アフマドの擁立を知らせるとともに、ジブラル ルを明け渡すことを条件に支援を要請し イブ アフマルは要望通りの資金と兵を ハンマド 提供し、
//p.221// 自らはジブラル
タルを占領して守備兵を置いた。 ［アブー・アッバース・ アフマド・イブン・スルターン・アビー・サーリムはかつて、ともに幽閉されていた父を同じくする兄弟たちとの間で、自分たちの中で王権を手にした者が残りの者をアンダルスへ渡らせることを互いに約束していた。そこで ブ ・アッバス・アフマドは忠
バイア誠の誓いを受けると、この約束を果たすことにして彼らを
みな［ ］渡らせた である。彼らがス ターン・イブン・アフマルのもとへ到着すると、イブ フマルは彼ら 歓待し、たくさんの俸給を与えた。　
このことすべての報告が、ターザーでアミール・アブドゥッラフマーンを
包囲していたワズィール・アブー・バクルのところ 届く 、彼 父方の従兄弟（ムハンマド・イブン・カース）の行動を聞い 激情 かられ ワズィールは王都（フェ ）にむけて戻ろうと、陣を引き払い 軍隊を郊外の花嫁の丘
（
25）に駐留させた。そして父方の従兄弟のムハンマド・イブン・ウ
スマーン［・イブン・カース］を叱責した。 ムハンマドはワズィールの指示に従ったまでだと言 訳をしたので、ワズィー は怒り、また叱責した。こうして両者の間の亀裂が深まっ そこで、ムハン ド・イブン・ウスマーン［・イブ ・カース］は、彼が擁立したスルターン（アブー・アッバース・アフマド）とアンダ スからの援軍とともに出発し、ついにメクネスをのぞむザル ーン山
（
26）に到着した。彼はそこに陣を張り、その地の
人々は彼を受け入れ保護した。そこ ワズィール・アブー・バク は彼らむけて軍隊を進め、 ［ザルフ ］山に登った 、彼らはワズィールを迎え撃ち、打ち負かした。その結果、ワズィールは王都郊外の自陣に戻っ
　
一方、これに先立って、スルターン・イブン・アフマルはムハンマド・イ
ブン・ウスマーン［・イブン・カース］に対して、アミール・アブドゥッラフマー に助力と支援を求め、
//p.222// マグリブの地域のうちのかなりの部
分を彼と分けあい、彼にその地を支配させるようにと助言していた。そこでムハンマド・イブン・ウスマーンはアミール・アブドゥッラフマーンと連絡をとり、呼びかけて支援を求めた。　
他方、マリーン朝の父祖の代からの側近であるワナズマール・イブン・ア
リーフとワズィール・アブー・バクルとの間の雲行きはすでに怪しくなっていた。ワナズマールは、タ ザーを包囲しているワズィールにアミール・アブドゥッラ マーンと和平を結ぶように要求したが、ワズィールはそれを拒否し、ワナズマールを捕える決心をした。彼はワナズマールがアミ ル・アブドゥッラフマーンに好意を抱き 意を通じていると疑ったからである。ワナズマールの目たち（密偵）の一人がこのワズィールの動きをひそかに彼に知らせた。そこで、ワナズマールはその夜のうち 馬 走らせ、 アキル族に属するアフラーフ諸族
（
27）に合流した。アフラーフ諸族は、アミール・ア
ブドゥッラフマーンに与していた。彼ら ころには ルタ ッジャン家有力者アリー・イブン・ウマル・ イアラ ニー
（
28）がいた。彼は以前ワ
ズィール・ ［アブー・バク ・］イブン・ガ に対して反乱 起こて、スース
（
29）に逃れていたが、その後砂漠を通ってアフラーフ諸族のとこ
ろへやってきて、彼らの間に居を定め アミ ル・アブドゥッラフマーンの支配に服するよう呼びかけていたのである。　
ワナズマールはワズィール・アブー・バクルの追っ手から逃れてアフラー
フ諸族のところに到着し、今まで通り アミ ル・ ブドゥッラフマーンを支持するようさらに煽りたてた。しばらくしてスルターン・ ［アブ ・アッバース・］アフマド・イブン・アビー・サーリムと のワズィー のムハンマド・イブン・ウス ーン［・イブン カース］ ついて 知らせが彼らに届いた。さらにアミール・アブドゥッラフマーンの使者が彼ら ところに到着して召集をかけた。 ミール ア ドゥッラフマーンはタ ザーか 出て、彼らと合流し、彼らの部族の間に宿営した。そして はみなスルターンアブー・アッバースを 援 ために出発し、セフ ー
（
30）に到達した。その
後
//p.223// 各々の方角からやってきたそれぞれ［の勢力］がナジャー川
（
31）で
集合し、協定を結んで翌朝には戦さの支度を整えた。　
ワズィール・アブー・バクルは彼らと戦うべく出撃したがかなわず、負け
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て逃げ戻り、新フェズ
（
32）に立てこもった。寄せ手は、ワズィールを包囲す
るために花嫁の丘に陣を張った。これは、 ［七］七五年の断食明けの祭の期間（一三七四年三月）であった。三个月間の包囲の結果、身動きがとれなくなって疲弊したワズィールらは、ついに、擁立された幼児すなわちサイード・イブン・スルターン・アブドゥルアズィーズを廃位することと彼の父方の従兄弟スルターン・アブー・アッバースの所に出て忠
バイア誠の誓いをすること
を条件とする和平を受け入れた。スルターン・アブ ・アッバースとアミール・アブドゥッラフマ は、すでにナジャ 川 会合において協力と援助についての協定を結んでいたが、その条件は、全マグリ 地域の王権は ルターン・アブー・アッバースに属し スィジルマーサ
（
33）とダルア川流域
（
34）
の地と、ス ターン・アブー・ハサンの兄弟でアミール・アブドゥッラフマーンの祖父であるスルターン・アブー・アリ のものであった土地はアミール・アブドゥッラフマーンに属すると うものであった。その後//p.224// まだ包囲が続いている間に、アミール・アブドゥッラフマーンはこ
の協定に関して考えを変え、さらにマラケシュとそ 周辺を 要求した。ルターン・アブー アッバース側の人々は勝利を確実に手 る め 彼の要求を大目に見て、こ こ 合意した。　
スルターン・アブー・アッバースとワズィール・アブー・バクルとの間で
和平が結ばれ、ワズィールは新フェズからスルターン ア ー アッバ スのところへ出て、彼が擁立した幼児 スルターンを廃した。ブー・アッバースは［七］七六年年初／一三七四年六月一二日に王都に入り、一方アミール・アブドゥッラフマ ンはマラケシュへむけて大急ぎで出発した。こ き、スルターン・アブー・アッバ スとそのワズィ ルのムハンマド・イブン・ウスマーンの二人は、アミ ル・アブドゥッラフ ーン［との協定］に関して考えを翻した。そこで、彼らは軍隊を送って彼のあとを追わせた。軍隊はバフト川
（
35）で彼に追いつき、日中のひととき彼と戦っ
たが、戦意を無く 、彼ら 軍旗を掲げつつ引き返した。アミール・アブドゥッラフマーンはそのままマラケシュへ向けて進んだ。彼のワズィールのマスウード・イブン・ ーサーイは暇を願い ア ダルスへの渡航許可を求め、アミ ル ア ドゥッラフマ ンから離れていった。そこで ール・アブドゥッラフマーンは彼を送り出すと、自らはマラケシュへ向かい、そこを支配した。
【マリーン朝の政変とイブン・ハルドゥーン】　
私はと言えば、前に述べたように［七］七四年／一三七二年にワズィール
のもとに到着して以来、王朝の保護と気づかいを受けてフェズに居住して、学問 研究と教授に従事していた。スルターン・アブー・アッバースとアミール・アブドゥッラフマーンが［フェズに］やってきて、花嫁の丘 軍隊を駐留させると、法学者や書記、軍人などの王朝の人々は彼らの方へと［町から］出た。人々はみな、二人のスルターンのも へ馳せ参じ も許されるような状況で、何 非難も受けることはなかった。そこで私もみなと一緒に馳せ参じたのである。私 ワズィール・ムハ マド・イブン・ウスマーン［・イブン・カース］との関係は前述した通りである。
//p.225// ワズィール
は、私に昔のよしみを大事にする いう姿勢を示 ま 多くの とを約束してくれていた。一方、ア は私に好意を持ち、自分のことについて相談しようと頻繁に私を召 出していた。こ ため、ワズィール・ムハンマド・イブン・ウスマーンは息が詰まる思いがしたので、自分のスルターン（アブー・アッバース）を焚き付けて私を捕えさせた。アミール・アブドゥッラフ ーンがこのことを聞きつ て、ほかでもない自分が原因で私に災難が降りかかっ ことを知った。そこで彼は自陣 引き払うと誓って ワズィ ルのマスウード・イブン・マーサーイをこのために派遣した。その結果、私は翌日には解放され　
その三日後、両者（スルターン・アブー・アッバースとアミール・アブ
ドゥッラフマーン）は別れた。スルターン・アブー・アッバ スは王都に入り、アミール・アブドゥッラフマーンはマラケシュへむけて出発した。そしてその頃、私には居場所がなかっ ので、アミール・アブドゥ ラフマに同行した。　
私はアスフィーの海岸
（
36）からアンダルスへ渡ることを決意した。私はワ
ズィール・マスウード・イブン・マーサーイに好意を持っていた で、彼に同行できるのではないかとあてにしてい のである しかしマスウードがアンダルスに戻ったとき、私の方針 変わった。そこで私たち アンダルス渡ることについて、フェズ 支配者であるスルターン・アブー・ ッバ スへ取り次いでもらうために、ワナズマ イ ・アリーフとゲ スィーフ地方
（
37）にある彼の居所で会った。私たちはそこでスルターンの召し出し
人と出会い、彼と にフェズへ向かった。ワナズ はスルタ ンに私の渡航許可を求め、ス ターンは許可を下したが、それは、ワズィール・ム
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ハンマド・イブン・ウスマーン［・イブン・カース］やスライマーン・イブン・ダーウード・イブン・アアラ ブ
（
38）や王朝の名士たちなどの反対に
あって先延ばしされたあげく、やっと下りた許可であった。　［私の］弟ヤフヤー
（
39）は、 ［ザイヤーン朝］スルターン・アブー・ハン
ムーがトレムセンから去ったとき、アブー・ハンムーのもとを離れ、
//
p.226// ズグバ族の地からスルターン・アブドゥルアズィーズのところへと
戻った。そこでアブドゥルアズィーズと次いで擁立された息子のムハンマド・サイードへ仕えることで身を落ち着かせた。スルターン・アブー・アッバースが新フェズを占領したとき、弟はトレムセンへ赴く許可を求め、認められた。スルタ ン・アブー・ハンムーのところに到着するとスルターンは以前通り弟を枢密文書取扱役に戻してくれた。私に［ア ダルス渡航の］可が下りたのはそのあとである。私はア ダルスへ出発した。落ち着きと静けさを求めてのことであ が、やがて れから述べる が起こるのである。再びアンダルスに渡る。そ 後トレムセンへと向かい、アラブ諸族と合流して、アリーフ家のもとに逗留 たこと　
前述の通り、フェズの支配者であるスルターン・アブー・アッバースが私
に対して冷たい態度を示し、そして私はアミール・アブ ゥッラフマー に同行して［フェズから］立ち去り、それから、落ち着いて世から身を引いて外部との接触を断ち学問研究三昧の生活をするために、アンダルスに出発するに際して、渡航の取り次ぎを求めて彼のもとからワナズマール・イブン・アリーフのもとへと向かっ 。その後、このこと（ ンダル へ渡ること）が実現した。うまくいかな あとで、願いが叶ったのである。私は［七］七六年ラビーウ月／一三七四年八月―一〇月にアンダルスに渡った。スルターン［・イブン・アフマル］は私を接見した 、以前と変わらず 親切で気前よく厚く遇してくれた。　
私は、 ［アンダルスへ到着した際に］ジブラルタルでスルターン・イブ
ン・アフマルの書記に出会っていた。彼はイブン・ハティーブの後任者で、法学者の ブー・アブドゥッラー・イブン・ザムラク
（
40）といい、
//p.227//
［スルターン・アブー・アッバース即位の］祝辞を述べるためにフェズへ赴く途上、セウタへ向けて船団で渡るところであった。そこで は妻子のグラ
ナダへの渡航を彼に委ねた。イブン・ザムラクがフェズに着き、王朝の人々に私の家族の渡航について話したところ、彼らは態度を冷たくした。というのも、私がアンダルスで落ち着いたために彼らは気分を悪くしていたのである。つまり彼らは、私がアミール・アブドゥッラフマーンと親交があると思っているので、彼の味方となるように、私がスルターン・イブン・アフマルにしむけていると疑ったのである。そこで、彼らは、私の家族に対して私に合流することを禁じ スルターン・イブン・アフマルには私を自分たちのところに送り返すよう要求する手紙を送った。しか は のことを拒否したので、人々は、私をトレムセンの岸に渡らせるように求めた。　
マスウード・イブン・マーサーイは、かつて彼ら（マリーン朝の人々）か
ら許可を得てアンダルスへ渡った。彼らは、そこでスルターン［・イブアフマル］に次のことを直接話すよう彼にしむけたのであった。すなわち彼らはスルターンに、私がイブン・ハティーブ 救出に動いていたことを明らかにしようとしたのである。彼らは新フェズを征服して手に入れ とすぐにイブン・ハティーブを捕えていた。イブン・ハティーブ 牢獄か 私 助けととりなしを求める手紙 よこしたので、私は彼の事につい 王朝の人々に書簡を出した。私 なかでもワナズマールと マーサ イに頼ったが、この努力はうまくいかず、イブン・ハティーブは牢獄で殺された であった
（
41）。さて、イブン・マーサーイがスルターン・イブン・アフマルの
ところにやってきて――人々が彼をせきたててい だが――イブン・ハティーブの救出の件で私が たこと 報告し 。スルタ イブン・アフマルはこのために裏切られた気持ちに り、 ［トレムセ ］岸 私を渡航させるという人々の要望に応じた。　
私はフナインで船から降りた。私と［ザイヤーン朝］スルターン・ア
ブー・ハンムーとの間の空気は暗いものであったが、これは前述 ようにかつてザーブでアラブ遊牧民 彼を攻撃し とき 私がしたことによ ものであった
（
42）。スルターンは私にフナインに留まるよう命じた。その後、ム
ハンマド・イブン・アリ フ
（
43）がスルターンのところへやってきて、私の
処遇に関して彼を咎めた。そこでスルターンは使者を送って私をトレムセンに呼び寄せた。私がトレムセンのウッバード 落ち着くと、私の妻子がフェズから合流し、ともに住んだ。それは、 ［七］七六年断食明けの祭／一三七五年三月五日のことであっ して私は学問を教え始め　
この間、スルターン・アブー・ハンムーにはダーウード族についてのある
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考えが浮かび、彼らと親交を結ぶ必要性を感じた。そこでスルターンは、私を呼び、このための への使節を私に任じた。
//p.228// 私はスルターンに
不信感を持ち、引退と隠遁の道を選ぼうと思ったので、心の中では断りたかったが、表向きは承諾した。私はトレムセンから出発して、バトハーまでやって来 。そこで右方向に道をはずれてマンダース
（
44）へ着いた。 グ
ズール山の南側の方 にいるアリーフ家の諸族に身を寄せ 彼らは私を親切と気前よさで受け入れた。私は彼らのところに数日間留まっ 彼らはトレムセンから私 妻子 寄せてくれ、スルターンへの奉仕が実行できないことについて私にかわってスルターン うまく言い訳 してくれ 。そてトゥージーン族の土地にあるカルア・イブン・サラーマ
（
45）に家族ととも
に私を住まわせてくれたので た。そこはスルタ ンがイクターとして彼らに与えたと ろである。
//p.229//
　
私は雑事すべてから解放されて、そこで四年間過ごした。私が本書の執筆
に入ったのは、ここにいたときである。私は、隠遁生活の中で私が導かれていったあの特異な様式にのっとった本書 『序説』を書き終え
（
46）。その
隠遁生活では言葉と観念の奔流が思考の上に流れ込み ついに 奔流 中精髄が撹拌され凝固して その結果が著作とな たのである。後述するように、チュニスに戻る はこのあとであった。//p.230//
チュニスのスルターン・アブー・アッバ スのもとへ 帰順と滞在【チュニスへの帰還】　
さて私はアリーフ家の諸族のもとカルア・イブン・サラーマに到着し、そ
こでアブー・バクル・イブン・アリーフ
（
47）が築いた館に住んだ。それは最も
住民が多く堅固な館のひとつである。その後、私はか 地で長く暮らした。私はマグリブの王朝（マリーン朝）からもトレムセ の王朝（ザイヤーン朝）からも心が離れてしまい本書の執筆に没頭していた。 『序説』を書き終え、アラブとベルベルとザナータの諸情報に［着手して た］が
（
48）、自分の
記憶から大方を口述し、推敲や手直しをしようと望んだときに、私は大き町にしかない書物や資料類
（
49）をぜひ読みたくなった。それから私は病を患っ
た。神のご厚意がなければまさに死の淵に立ったかという病である
（
50）。そう
したことごとがあり、戻って［ハフス朝］スルターン・アブー・アッバース
（
51）のもとに行きたい、チュニスに旅立ちたいという気持ちが私にわき起
こった。私の父祖たちの落ち着き先、住まいがあり、彼らの遺したものや墓のあるところである。私は急いでスルターンに、彼に服従し、帰還したいとの書簡をし ため、待っ 。するとまもなくスルターンの書簡といくつもの約束が来たのである。彼は、 に安全を保障し 来訪を急かしてくれた。そこで私は急いで旅立ち、リヤーフ族のアラブ遊牧民アフダル族
（
52）とともにア
リーフ家のもとを発 彼ら マンダースに糧食を求める途上、そこ（カルア・イブン・サラーマ）にい である。我々は［七］八〇年ラジャブ月／一三七八年一〇―一一月に出発 て、ザーブ 周縁地であるダウサンにむけて砂漠の道をとった。それから私は、ヤアク ・イブン・アリー
（
53）に従
う者たちを、彼がザーブに興した私領地ファルファ ル
（
54）で見つけ、とも
に丘陵地帯へ登った。私は彼らに 緒 進んでもらい ついに
//p.231// コン
スタンティーヌの郊外にて彼（ヤアク ブ・イブン・ リー） も に到着した。　
ヤアクーブ・イブン・アリーと一緒に、 ［コンスタンティーヌ］支配者で
スルターン・アブー・アッバースの息子であるアミール・イブラーヒ ム
（
55）
が自軍を率いて宿営地にい 。私が彼（ ラーヒーム）のもとに参上したところ、彼は親切に気前よく望外 も を分け与えてく た。さらに彼は私がコンスタンティ ヌに入ることと、 父の御前（チュニス）に赴く間、私の家族が厚遇を保障された えで［コンスタンティ ヌに］滞在することを許してくれた。またヤアクーブ イブン・ア は、私と もに自分の兄弟アブー・ディーナールの息子
（
56）を一族の者たちもつけて遣わした。
そして我々はスルターン・アブー・ ッバースのもとに向かった。当時、彼はチュニスを出て軍を率いジャリード地方
（
57）をめざしていた。その地方の
シャイフたちを、彼ら すわる内乱の座から引きずり下ろすためである　
そういったわけで私はスーサ郊外にて彼のもとに到着した。すると彼は私
の来訪に対して挨拶をおくり 到着をねぎら 、最大限の親しみ 見せ、要事について私の助言を求めた。それから私 チュニスに帰し、チュニスでの自らの代理である子飼いの家来のファーリフ
（
58）に、家を用意し、十
分に俸給と［馬のための］飼葉 与え、大いに厚遇するよう指示した。そこで私はその年のシャアバーン月／一三七八年一一―一二月にチュニス 戻ってスルターン 心遣いと保護のおかげをこうむること なっ 私は人を
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遣って妻子を呼び寄せ、かの恩恵の牧場において再び家族は一つになった。そして私は旅の杖を投げたのである。　
スルターンは長らくチュニスを不在にした後、ついにジャリードの諸都市
を征服した。ジャリードの敗残者は散り散りになり、指導者のヤフヤー・イブン・ヤムルール
（
59）はビスクラにたどり着いて姻戚のイブン・ムズニーの
もとに留まった。一方、スルターンは
//p.232// ジャリード地方を自分の息子
に分け与えた。彼は息子のムハンマド・ムンタスィル
（
60）をトゥーザル
（
61）に
据え、ナフタ
（
62）とナフザーワ
（
63）を彼の所領とした。また息子アブー・バク
ル
（
64）はガフサ
（
65）に据えた。スルターンは諸事平定してチュニスに凱旋した。
　
彼は私に関心を示し、私を近づけてともに座し、誰もいないところで打ち
明け話もするようになった。そうしたことで近臣たち 不快をおぼえ息が詰まる思いを味わった。彼らはスルターンのもとでとめどなく［私へ ］中傷話を吹き込んだが、成果は かった。彼らは金曜モスクの導師でファトワーのシャイフ
（
66）であるムハンマド・イブン・アラファ
（
67）のところに足繁く
通っていた。私と彼とは ともに師たちの講義を受けて育った だが、そのとき以来、彼の心には［私に対する］嫉妬の黒い点があった。彼は私より年長であったが、 いていは私のほうが明らか 優れていた で 彼の心のそうした黒い点はどす黒くなるばかりで、つい 消 なか
//p.233// 私が
チュニスに足を踏み入れたと 、彼 弟子を含め知識を求める者 ちが私ところに群れ集まり、自分 ちに教える労を取ってほしいと求め ので私はそれに応じた。それも彼には一大事であった。彼はそういう多くの人たちに私を避けるよう囁いたけれど、受け れられなかったので、激しく嫉妬するようになった。ちょうどそれと同じ頃に近臣たちが彼のもと 集ま である。彼らは私 敵対するよう［スルターンを］けし け 私を中傷 ようということで意見の一致を見た。しかしスルターンはそうしたこ （私への中傷）がなされてもずっと彼らに見向きもしなかった。【 『省察すべき実例の書』の完成とアブー・アッバースへの献呈】　
スルターンは私に本書の執筆に専念するよう命じていた。諸知識や諸情
報、そしてその効用を得 こと 楽しみにしてのこ である。そうして私は本書のうちのベルベル ザナータの諸情報を完成させ 。さらに私はかの二つの王朝
（
68）とイスラーム以前のこと、そのうちで私のもとに届いている諸情
報を書いた。また私はスルターンの書庫に献上す 本書の写しも仕上げた。
　
さて、彼ら（近臣たち）がスルターンに言い立てていたことに、私がスル
ターンへの頌詩を詠むのを控えていることがあった。単に私は詩作に見向きせず、学問一筋に打ち込んでいただけなのだが、彼らはこのように言っていた。 ﹁彼は陛下 権威 軽く見ているからこそ、それ（頌詩を詠むこと）をしないのです。陛下の前 仕えた王たちには頌詩を多く詠んでいる ですから﹂　
私はそうしたことを彼らの内輪にい 信頼のおける筋からかぎつけた。そ
こで私はスルターンに、その名を冠して本書を献上したとき の当日に、このカスィーダ詩を詠みあげた。彼を称えそ 言行や戦勝に言及するとともに、私が詩作をしなかったことを弁明し、本書の献呈をもってご厚情を求めたのである。以下がそ 詩である。
あなたの御門のほかに異邦の者が望みとするものがあるか　
あなたの脇をはなれて世の人の願いに行き先などあるか
その願いこそは隔てを超えあなたのもとへと私の決意を遣わせた熱意　
研ぎ師が剣を研ぐような［私の］鋭き決意を
あなたはこの世での落ち着き先、望みのたどり着く場　
かがやく雲から降り注ぐ慈雨
//p.234//
光輝ある城砦が びえるところ　
きらめく星々はそこに心惹かれ集まる
白き天幕のあるところ　
高みと寛容さを目にしようとそのゆるやかな帳は巻き上げられる
力強き保護のあるところ　
その中庭に丈夫な槍は陰をさしかけてくれる
貴人たちのいるところ　
その住まいでは乳香 沈香の香りでもてなしの火
（
69）を焚く
槍の枝がまさに芽吹こうとするところ　［その枝は］ごくごくと血を飲み干した戦の男たちが長く激しく戦った　駿馬たちすら疲労困憊するほどに
美しい顔が恥じらいに赤く染まったところ　
両頬が喜びに輝いて
狩人たる王たちと軍隊のいるところ　
彼らあってこそ隣人も客人も心強い
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［ハフス朝は］
（
70）マフディーの一党に、いや神の唯一性の一党に属す
（
71）
　
クルアーンは［人類に］それ（神の唯一性）を教え説き明かした
いや、属するのは慈愛あまねきお方の一党
（
72）、
　　　
神は彼らが人々を愛するようお定めになった
　
そうして彼らは高みに昇りより好ましきものとなった
彼らは神を畏れる心を礎に自らの栄光の家を建てた　
そうして彼らが堅固に建てたものはなんともすばらしい
//p.235//
彼らはアブー・ハフス
（
73）を父祖にもつ一族
　
　
知らざるや、かの真
ファ
偽を
ー
分ル
か
つー者
ク
が最初の祖先
真っすぐな槍の柄の節目
（
74）のごとき連綿たる系譜
　
　
その槍をしつらえたのは熟練の職人
時代の頂よりも高きお方
　
　
栄光まばゆく、あまたの満月をちりばめた冠であるような
彼らは今も昔も人類の中で抜きんでていた
　
　
なかでもあなたは最も力強く抜きんでたお方
彼らは星々より高く堅固な建物を築いたが　
あなたの高き建物はさらに堅固で永久にそびえる
逆巻く波濤のごとく闇深き夜に　
砂漠の海へ飛び込む者に向かって
　
槍先に明かりを灯して　
夜闇の砂漠を怯まず進む者に向かって
　
まるで寝台の縁に現れる幻影のように　
ラクダの鞍にあおむけに寝る者に向かって
彼ら、富に至る道から成功を求める者、
　
　
常に豊かな実りに至る道を探す者に向かって、私は言ってきた
ラクダを休ませよ、すでにお前は与えて下さるお方を得た　
恵み深き贈物を惜しみなく与えるお方だ、と
なんと気前よく与えるお方であろうか
　
　
雨露の恵みが庭園 命を与えるかのように
//p.236//
このお方こそ信徒たちの長
（
75）、我らがイマーム
　
　
信仰においても現世においてもこのお方こそ頼みの綱
このお方こそアブー・アッバース、最良のカリフ
　
誰もが知る美質がその証し
敵に勝つために神の援助を求める者　
主の支援に我が身を委ねる者
あなたは悠然として諸王に先駆け、高みに至った
　
　
あなたの悠然たる先駆けぶりはなんと見事なものであろうか
実にあなたは全ての支配者の中で最も高く完全なる者　
彼らが高みを目指して朝駆けしても［追いつかぬ］
あなたがたの祖先を彼らの祖先と比べてみよ
　
　
誰もが知るようにことは明らかである
彼らはあなたがたの一族にひたむきに服従した　
それこそ［断ち切 れることのない］信仰の絆である
そのことについてはトレムセンやザナータ族やマリーン族に尋ねよ　
昔の彼らは伝えられるとおりで る
アンダルスについて そこの町々 問え
　
　
町々は絶望し脅かされていたときのことをあなたに教えるだろう
同じようにマラケシュやその城々に問え
　
　
その跡は問う者に答えてくれるか しれない
（
76）
おお、王よ、あなたを描写しよう 人々がいくら心を働かせようと　
筆舌に尽くしがたきお方よ
あなたはなんと神に援けられているお方か
　
　
あなたの命は使徒を通して下された神の命のごとく必ず実行さ
あなたが到来したのはとても困難な時代であった　
時代はとても厳めしくひきつっ 顔を見せていた
当時の人々の結束は破れ果て　
カリフ位の威信が失われ蔑ろにされていた
人々はあなたに心を向け　
あなたに状況を正してほしいと願い望んだ
ゆえに権力を得るや否やあなたは急いで事に臨んだ
　
　
躊躇なき力と決意をもって
あなたは手に負えぬ強情ものを屈服させ　
到底ならせそうに かった岩地をならした
//p.237//
あなたは獰猛な輩の悪を和らげ
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禁を犯しやりたい放題だった彼らを追い払った
サウラとその一族には力
サウラ
があり
　
その力をもってズアイブは敵対し、マアキルは攻めていたものだ
ムハルヒルは未だ不得手なのに布を織ろうとしていたが
　
　
やはりそれはほ
ムハルヒ
ころびていた
　
ここでのサウラの意図するところは、アブー・ライル家のアミールである
サウラ・イブン・ハーリド・イブン・ハムザのことである
（
77）。ズアイブは
彼（サウ ）の父方のおじ、アフマド・イブン・ハムザの息子である
（
78）。
そしてマアキルは彼らと同盟関係にあるアラブ遊牧民の集団である
（
79）。ム
ハルヒルはアブー ライル家の同類で り宿敵であるムハルヒル・イブン・カースィムの一族である
（
80）。
　
それではアラブ遊牧民と彼ら 部族の叙述に戻ろう。
人類は彼らのことに驚嘆した　
彼らは、従順なラクダをともなって遠くへ向かう砂漠の民
彼らは柱の上に天幕を張った　
そこには長い盾としなやかな槍が置かれている
焼石の転がる乾いた大地の上にいても　［砂漠の］深淵に落ち喉の渇きをうるおすことが出来る彼らは蜃気楼を飲みものとし　勇者の槍と剣を糧とするジン
剥き出しの地に宿る部族　
彼らの前には、離れようが近づこうが 遠くまで広がる砂漠
彼らは砂漠の民として諸王を恐れさせてきたが　
今や恩恵を与えられ安逸な生活を送るまでになった
あなたは砂漠へとゆるやかに入った　
平穏に目を向けることも城砦の蔭に憩 こともなく
あるときは日中の酷暑があなたに熱風を吹きつけ　
またあるときははためく旗が影をなす
戦いの日、あなたは痩せ馬たちに血の杯を与え　
馬がいななけばまた二杯目を飲ませる
//p.238//
栄光に包まれても質素を守り粉骨砕身
　
それでこそ馬も美しく輝く
いかなる隊商も夜旅をせず、いかなる軍勢も降りたたぬ　
砂漠のはらわたをあなたは裂く
あなたは砂漠の上を軍団の裾を引いていく　
長槍を持つ兵士を率いて威風堂々誇らしげに歩く
無防備な敵が矢を取り出しつがえるとき　
あなたは彼らに完全武装の者 ちを射かける
よくしなる槍を持つ兵たちと　
白刃ひっさげた兵たちを射かける
ついにかの群れはばらばらになった　
吹きすさぶ戦いの嵐にゆすぶられて
それからあなたは恩恵を与えて彼らをひきつけた　
それ以来彼らはあなたの力に従い身 低くした
彼らが大なり小なり犯し続けてきた過ちを　
あなたはジャリードの民から取り除いた
あなたは彼らが建てた過ちの建物を破壊し　
彼らを繋げていた過ちの綱を断ち切った
あなたはジャリードの諸都市や境域を　
勝利の珠を挟みつつ一繋ぎにして王権の首飾りとし
あなたは偽善の昇り口に封をした　
あなたの刃は狙いを外さず、決意はしぼむことが い
皆が恐れる轡と手綱さばきによって　
ユーフラテスの甘き清水が流れるようにあなたは進む
コロシント瓜
（
81）のように苦かった時は終わり
　
時代は甘くなり美味となった
そこで人類は最もすばらしき支配者、情け深きお方 力に頼った　
栄光あり卓越するお方に
あなたについて心という心は満ち足りた　
子どもも大人もどちらも同じく
おお、支配者よ、あなたは時代と民とを広く包み込み　
望んでいた以上の大きな平穏と安全をもたらした
大地には幽
グー ル
鬼の恐れがなく
　
その面
おもて
を仔連れのライオンがうろつくこともない
//p.239//
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旅人たちはどんな不毛の地をも旅することが出来る　
鷹の脅威のない砂鶏の群れのように
讃えあれ、神はあなたの高みにより希望をよみがえらせ　
一度外された首飾りをお戻しくださった
讃えあれ、神はあな のお導きにより道の目的を人間に明らかにし、　
思慮のある者の視界がひらけ見えるようにしてくださった
するとこの世はベールをとった花嫁のよう　
美々しき装いで誇らしげに裾を引いて歩く
国はあなたの公正さにより広々とし さまをとり戻したよう　
道に迷う恐れはない
星々の光は幾倍も輝きを増したよう　
それはこの上なく美 いあなたの額の白星の光のおかげ
そして目の前で帳が げられ　
思い描いてきたものの真の姿を見ることが出来たよう
　
また、この詩の中でスルターンへの頌詩を詠まなかった言い訳を述べた部
分は以下の通りである。
陛下、私は考えもまとまらず何もわからず　
全てが混沌としている
真実に達することを熱望しているのに　
それに達することが出来ぬまま引き離される
夜通し着想のひらめきを汲みだそう するのに　
それはこぼれて深淵に戻っていく
我が魂は言葉と格闘しつつ夜を過ごすが　
詩行は散り散りとなり脚韻は遁走する
一年かけて私は言葉を選んだが　
一年もかけた詩が
（
82）批判され蔑ろにされる訳にはいかない
だから私はそれを詩を愛する人びとから隠しておく　
私の詩のあるところで彼らが集まって宴を開かないように
//p.240//
それは商品なのだから、受け入れられてこそ良い商いができる　
名のある詩人の詩も招 れざる客の詩もどちらも同じ
私の思考の娘たち（詩）がくたびれて化粧もせず
　
くだらない話をしながらあなたのもとに来たとしても
あなたが歓待してくだされば、彼女たちも誇りを持てる
　
　
そのときこそ私は雄弁かつ明瞭に話すだろう
　
その詩の中の、スルターンの書庫のために著した本について述べた部分は
以下の通りである。
時代とその人々の営為の実例
（
83）をお受けください
　
　
公正なる人はその美徳に従うことになる
過ぎ去った者たちの話を解き明かし　
彼らのことを総括したり詳述したりする紙葉をお受けください
トゥッバウたち
（
84）やアマレク人
（
85）は秘話を明かし
　
　
彼ら以前のサムード族
（
86）や太古のアード族
（
87）も
イスラームの信仰に集 ムダル族
（
88）も
　
彼らに従ったベルベルも［明かしてくれる］
私はそれ（実例）を集める め昔の人々 書物を要約し
　
　
そして彼らが見過ごしてきたことを最初にもってきた
（
89）
さらに私は無骨な言葉を柔らかくした　
さまよい歩く言葉を私の声に服従させるかのように
私はあなたの高みに本書という隠れた宝石と　
沈むことのない星々を捧げた
そして本書をあなたの王権の書庫の誇りとした　
会合の場はそれを誇り、宴も花開く
神かけて私は自分の言においてひとつも誇張はしなかった　
誇張は美しくない
招かれざる客が偽りを言おうと［あなたには通じない］　
あなたは諸々の知識にしっかり通じておいでになる
//p.241//
あらゆる美徳と真実の基礎 あなたの両手 中にあり　
もし誰かがとりかえてもその本来の場をあ たはご存知である
あなたのもとでは常に真理が何よ も前に出るのに　
嘘つきどもが何を言い立てられるだろうか
神はあなたにこの上ないものを賜った　
ゆえにご満足のいくようお治めください、あ たは最も公正なお方
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あなたの主がその僕たちに、　　　
彼らの主たるあなたのご長寿を賜りますように
　
あなたがよく面倒を見なさいと神は彼らをお造りになったのだから
【病から回復したアブー・アッバースに献じた詩】　
ところで私が、スーサ郊外の彼（アブー・アッバース）の軍営からチュニ
スへと発ち、その後チュニスに滞在していたとき、進軍中の彼が病に襲われたもののまもなく回復したとの報せが届いたことがあった。その際、私は彼にこのカスィーダ詩を送った。
しかめ面をしていた時代の顔は今や大笑いし
　
　
苦しみに包まれていた我らを慈悲が包みこんだ
ぼやけていた吉報の白星は今や鮮やか
　
　
それを知らせたのは白ラクダを先導する者たち
彼らは吉報で懊悩の夜を切り裂　
あたかも熾
おこ
った燃え木で闇を切り裂いたかのよう
あたかも彼らは人類に生命を吹き込んだかのよう　
その生命によって希望は墓場からよみがえった
その吉報に人びとは歓喜した　
慶事という最良の衣服を与えられて
まるで葡萄酒が彼らと飲み明かしたかのよう　
杯も使わずその幸いを飲みほした
喜びと満足で体を揺らしながら　
太陽とともに新月に向き合いながら
馬上で挨拶しあう人がいる　
仲良く席をともにして仲間に通される人がいる
そして人びとの親しく集まる場で　
彼ゆえに正しきお導きの跡が認められる、神へ 仲介者がいる
//p.242//
彼は吉報の内に聖なる慈悲を見て　
慈愛あまねきお方のもとに立ち返る
一心に祈願するという治療こそ　
難病をも治し癒してくれる
　
ここでの﹁彼﹂とは、最も偉大なる金曜モスク、チュニスのザイトゥー
ナ・モスクの導師である
（
90）。
カリフたちの子よ、ひとたび消えた真理の道は　
カリフたちの光によって再びたどられるようになった
［かのお方は］まっすぐな信仰の援け手であり　
いったん決意すれば翻すことはまずない
かのお方は決意を固め だ安楽を願うことから離れた　
暁闇と早朝の礼拝の喜びの中へと、安楽を願う喜びから離れた
かのお方は臣民を施政によって守った　
故に臣民は最も寛大なる支配者、指導者であるお方のもとに集った
［かのお方は］仔獅子たちの棲みかを守る獅子であり　
仔獅子たちは何者をも寄せつけぬ棲み処として彼を頼った
私は誓う
（
91）、色とりどりに刺繍された谷間にかけて
　
　
花嫁衣装をまとい誇らしげにふるまいだした［谷間にかけて］
私は誓う、かがみこむ姿で現れる女たち、アーチ橋
（
92）にかけて
　
彼女らはタスムやジャディースの残党
（
93）から［の伝承］を報せる
［彼女らは］灰色く腹はやせ衰えて　
あたかも不毛の荒野に囚われた隊商の擦り切れた衣服のよう
//p.243//
その着古しはラクダの背も瘤もすっぽりと覆ってい が　
けれども彼女らは気高く横目でにらんでいた
［私は誓う］あなたが長生きして下されば人類は万全に守られ　
我らの心、魂も生きることができると
あなたこそは我ら 信仰を保護すると請け合ってくださるお方である　
あなたがいなければその約束は失われ蔑ろにされてい であろうと
神はあなたにこの上ないものをお与えになった　
あなたに完璧なる幸運をお与えになった
我らが顔を向けるより先に心はあなたに従う　
頭となる者も従属する者もどちらも同じく
あなた自身が動かずともあなた 威厳は出征して　
敵どもを燃え盛る炎のごとく圧倒する
あなたが出征するときは　
供まわりと軍勢を率い、あなたが導く徴は幸いを示す
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もろもろの証がすべて完全に合致するときは　
耳に聞こえ測ることのできる形で現れる
そのようなあなたの王権をご享受ください　
それは敵どもを烈しい罰で苦しめる、アード
（
94）の昔から続く王朝
このカスィーダ詩をお受けください
（
95）
　
あまたの宝石で飾った乙女のように恥じらう私から
お許しください、輝く若さはすでに［私から］消え去った　
今や光を投げかけるのは払暁のごとき白髪の輝きのみ
もし私を身近にお寄せくださったあ たのご配慮がなかったなら　
私はもはやペンをとることもなか だろう
神かけて、僻遠の地の経験は私に　
黒ずんだぼろぼろの縄しか残さなかった
//p.244//
当代［の人びと］は 責めたてた　
集いと学びを重ねて私が修めた文
アダブ
芸について
［彼らは］私の富に襲いかかり私の安全な場をおびやかした　
そして私という継木を活発さという巨木 ら引き抜い
だがあなたのご満足こそが私へのお慈悲となり
　
　
魂の望みをよみがえらせ苦しみを消し去ってくれると私は期待する
【チュニスからの出立】　
それから近臣たちはありとあらゆる種類の中傷ぶりで盛んに［私を］中傷
した
（
96）。イブン・アラファは自分のところに近臣たちが集まってくるとさ
らに焚きつけたので、ついに彼らはスルターンに私を遠征に同行してほしいとせきたてた。彼らはチュニスにおける［スルターンの］代理であり将軍である、スルターンの子飼いの家来のファーリフにも、私がともに滞在することについて用心するよう吹き込んだ。彼自身がそう主張した だが、私が彼の権力を脅かすというのである。彼らの意見はイブン・アラファがそのことをスルターンに証言するとい こと 一致した。それでイブン・アラファは私がいない きにスルターンに証言をしたが、 ルターンは耳を貸さなかった。　
その後、スルターンは私に使いを出して遠征に同行するよう命じた。そこ
で私は命令に っかりはしながらも急 で従った。私にはどうしようもな
かったのである。私は彼に同行して出発して、イフリーキヤの丘陵のまん中、テベッサに到着した。スルターンは自軍と盟友のアラブ遊牧民を率いトゥーザルへ下ろうとしていた。それはイブン・ヤムルールが［七］八三／一三八一―二年にスルターンの息子からトゥーザルを占領して支配を回復したからである
（
97）。スルターンは進軍して彼を追い出し、息子と側近たちを
そこに戻した。テベッサを発ったとき彼は私をチュニスに帰した で、私は自分の私有地 チュニス近郊のラヤーヒーンに滞在して、収穫物を集めた。やがてスルターンが大勝して凱旋し、 同行してチュニスに戻った。　［七］八四年シャアバーン月／一三八二年一〇月になったとき、スルターンはザーブへの進軍を決定した。
//p.245// ザーブの支配者のイブン・ムズ
ニーが、イブン・ヤムルールを匿い 隣人への保護を与えて彼のために諸事整えたからである。そこで私は、前の遠征のときと同じことが自分 再び起こるのを恐れた。　
港にアレクサンドリアの商人たちの船が一隻あった。すでに商人たちは物
品や商品を積み込んでおり、アレクサンドリアにまさに出航しようと
 
いた。　
私はスルターンに［巡礼の］義務を果たすべく私の道を開いてくれるよう
懇願した。彼は私にそれ 許可したので、私は港へと向かった。王朝や町名士たち、知識を求める学徒たちも 私のすぐあとから一体どうしたのかと口ぐちに尋ねていた。 は彼らに別れを告げ同年 シャアバーン月半ばに出帆した。　
そして私は居を移し彼らから離れた。神――讃えあれ――のよきお計らい
があったおかげである。私は、かつて行っていた学問 業績をあらためて積み重ねるべく、解放されたのである。神 は諸事を司るお方 讃えあれ。//p.246//
マシュリクへの旅、そしてエジプトでのカーディ 職就任　
私は、 ［七］八四年シャアバーン月半ば／一三八二年一一月一日にチュニ
スより出立し、四〇日あまり、海上にいた。その後 断食明けの祭の日／一二月一六日、すなわちザーヒル王（マムルーク朝スルターン・バルクーク）
（
98）が、玉座に就き、王権の一族であるカラーウーン家
（
99）を排除して王権
の座に坐ってから一〇日が過ぎた日に、アレクサンドリア 港に到着した。
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ところで我々は、彼の即位を予期していた。何故なら、彼がそのことを強く望み、そのための地ならしをしていたことが遠国にあっても常々伝えられていたからである。そして私は巡礼の支度を整えるために一か月間、アレクサンドリアに滞在し 。しかし、その年、巡礼することはかなわなかった
（
100）。
　
そこで私はズー・アル＝カアダ月一日／一三八三年一月一四日にカイロへ
移った。私は現世の都を、世界の庭園を、諸民族の集まる所を、人々が蟻の如く群れ集まる場所を イスラームのイーワーン 、王権の座を目の当たりにした。そこでは、数々 宮殿とイーワーンが空に輝き、数々の修
ハー ンカー
道場とマ
ドラサが地平線にて光を放ち、満月や星々 如きウラマーが煌めいていた。そこは、天国の川
（
101）にして天の水の流れる道であるナイル川の岸辺にあっ
て、 の豊かな流れは人々に一杯、二杯と水を飲ませ
//p.247// 実りと恵み
をもたらしていた。私は、道行く人々の雑踏で息の詰まりそうな町 小路進んだ。その町の市場は神の恩寵 満ち満ちていた。　
この町について、その文明の度合いの高さについて、そしてその発展ぶり
については、まだまだ話すことがある。これまで 出会った が師匠たちや友人たち――彼らは巡礼や商用で来ていたのであるが――がこの町について語るところは実に多様であった。我ら 友にし フェズ 大カーディ であり、マグリブにおけるウラマーの偉大なる者であったアブー・アブドゥッラー・マッカ ー
（
102）――彼の巡礼
（
103）からの帰還は［七］四○／一三四〇年
のことであった―― 、
﹁カイロとはどのような町か﹂と問うたところ、彼
は﹁カイロを見ない者はイスラームの栄光を知ら い者だ﹂と言った。　
また我らが師匠にしてビジャーヤのウラマーの偉大なる者であるアブー・
アッバース・イブン イドリース
（
104）に同じことを問うてみた。すると彼は
﹁まるでその町の人々は［最後の審判における］勘定を終えて出てきたかのようであった﹂と言った。つまり、その民族の さと彼ら 来世における安寧を示唆しているのである。
//p.248//
　
また我らが友にしてフェズの軍隊付カーディー、法学者、書記であるア
ブー・カースィム・バルジー
（
105）はスルターン・アブー・イナーンのマジュ
リスに出席したことが 。それは、 ［七］五六／一三五五―六年に、彼がスルターンの使節としてエジプト 王
（
106）のもとへ行き、また、スルター
ンから預言者ムハンマドへ宛 た手紙
（
107）をその高貴なる墓所へと届けてか
ら帰着した際のことであった。スルターンがバルジーに、 イロ ついて尋ねたところ、彼は﹁カイロについて簡潔に述べる とし しょう。人の想
像というものは実際に知覚されるものを越えて広がるため、現に目で見たものは見劣りしてしまうものですが、カイロはそうではありません。何故なら、カイロは人の想像を越えて広 っているからです﹂と言った。そこでスルターンと居合わせた者たちは、その言葉に感嘆したのである。　
私はカイロに入り、数日滞在したところ、提供できるものなど僅かしかな
いというのに 教えを求めて、カイロ在住 知識を求める者たちが私のもとへ群れ集まってきて、私に言い訳 余地を与えてく なかった。そこで、私は講義をするため、当地のアズハル・モスク
（
108）に坐ったのである。
//p.249//
　
その後、スルターンへのつてができた。スルターンは親切にも私と面会し
てくださり、異国の地にある心を慰め、喜捨
（
109）として豊富な俸給を与えて
くださった。それが、知識人とともにいるス ターンの常の姿であった。一方、私はわが妻と子供がチュニスから到着するのを待っていた。しかし、の地のスルターン（ハフス朝君主アブ ・アッバース）が、彼のもとへ私が帰還することを心待ちにするあまり、我が妻子 旅立ち 妨げ そこで私はエジプトの支配者たるスルターン 、我が家族 出立させること ついての仲立ちを求めた。すると彼はその件について、チュニ のスルターンに手紙を出してくれた である。その文面は以下 通りである
（
110）。
　
慈悲深く慈愛あまねき神の御名において
　
神の僕にして神の友、あなた 兄弟
（
111）、バルクーク
（
112）
　
最も偉大なるスルターン 王者 るザーヒル王、最も栄光ある主人、知
者、公正なる者、神の支援を受けし者、ジハードを行う者、砦に拠って戦う者、国境で戦う 勝利を与えられし者、諸王の王
（
113）、現世と来世の剣、
イスラームとムスリムのスルターン、全世界において公正さに命を吹き込む者、抑圧する者たちに対抗して抑圧された者たちを公正に扱う者、王権の継承 アラブ人とペルシア人とトルコ人のスルターン、当代のアレクサンドロス
（
114）、厚遇を与える者、玉座と王座と
//p.250// 王冠の所有者たちに
王権を与える者、諸地域と諸地方に惜しみなく与える者、暴君や圧制者や不信仰者 根こそぎにする 二つの海の王
（
115）、二つのキブラ（メッカと
エルサレム）へ 道を通す者、高貴なる両聖都（メッカとメディナ）の守護者
（
116）、大地に広がる神の影、神のスンナとその義務を司る者、地上のス
ルターン、広大なる大地 保護者、諸々の王 ターンの主人、信徒たちの長と分かち合う者
（
117）、殉教者にして現世と来世における名誉であるア
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ブー・マアーリー・アナス
（
118）の息子アブー・サイード・バルクーク――神
よ、彼の権力を永続せしめ、彼の軍隊と彼の臣下たちを助け給え――より。　
崇高で、高位にあり、勝利を与えられ、幸運にして、神に助けられ、よ
く護られし御前
（
119）、スルターンにして、知者、公正なる者、神の支援を受
けし者、ジハードを行う者、比類なき者 アブー・アッバースの御前に宛てて。あなたは、イスラームとムスリムの宝、現世と来世の頼みの綱、ムワッヒドたちの模範
（
120）、ガーズィーたち
（
121）とジハードを行う者たちの援助
者、神に感謝を捧げる者たちの剣
（
122）、諸王朝を正す者であります。その王
国が彼の力 より繁栄しつづけ、彼の威厳が圧制者たちの心を圧倒しつづけ、彼の公正さが現世と来世において を栄光の間に宿らせつづけますように。その水場が澄み、その外套がゆったりとしている挨拶を、その香りが広がり、 幸福 輝く賛辞を、その熱情がいや増し、その幸運がよりすばらしいものとなる愛を送ります。　
神に讃えあれ。それは人々の心を﹁集められた軍隊﹂
（
123）とし、遠くあっ
ても愛情の結びつきを確固た ものとなし、諸王間の交誼 日々新たにするお方。また我らが長 して我らが主人、神の僕にして神の使徒、 ハンマドに不朽不滅の祝福と平安がありますように。 れは、神が一月行程離れた敵にさえ恐怖を与えることで援け支える者 して
（
124）、
//p.251// 彼によっ
て信仰のミナレットを高く打ち建てる者。またムハンマド 一族と彼の教友に不朽不滅の祝福と平安がありますように 彼らはムハンマド 道 従い服する者たち。　
さて、我らは高貴なるあなたに対して、以下のことを明らかにお知らせ
しましょう。すなわち、聖なる知とその知の徒を重んじること 知 いうものを尊ぶこと、知の旗を広げ こ 、知 徒と知に奉仕す 人々を愛すること、彼らの意図 ところを容易ならしめるこ 、彼らの望みを実現すること、彼らを厚遇するこ 、そして以上のことによって、陰にな 日向になり神へ近づくこと、こうしたことを神――彼に讃えあれ――は高貴なる我々が生まれながらに有するも とされたのです。 して、ウラマーとは――神が彼らを嘉し給いますよ ――預言者たちの遺産相続人であり、神の友たちの喜びであり 神の創り給いし人間 地上における導き手であります。特に、この について知る力を神から与えられ、最良 道を通ってそこへと達するように導かれた人物こそがウラマーでありまそれは例えば、その者ゆえにこの書簡を我々がしたためる人物、すなわち、
いと高き座にある師匠、偉にして大、知識を備え、有徳で、生まれが良く、神の恩寵を受け、人の前に立ち、博学であり、人の範となり、神に導かれており、比類なく、真実を確かめ、由緒正しく、類例なく、栄光を有し、宗教の友
（
125）である者、イスラームとムスリムたちの美、全世界のウラマー
の美、有徳者たちの内で類例なき者、雄弁なる者たちの範、ウンマにおける博学、イマーム イマーム、求める者たちに知を与える者、王たちとスルターンたちの忠実なる友、アブドゥッラフマーン・イブン・ハルドゥーン・マ リキー――神よ、彼に対し常しえ 恩寵を与え給え――のことであります。実に彼は栄誉を与えるに最もふさわしく
//p.252// 後援す
るに最も適し、その価値があり、位階において最も偉大な者であります。　
彼は高貴なる我らが王国へ移り住み、エジプトの、我らがもとでの滞在
を選びました。それは彼が故国を嫌ってのことではなく む ろ彼のよき本質と彼の美 き属性という価値ある宝石故に 我らに愛情を示 我らの考えに近づこうとしてのことなのです。また我らは彼の内 、描写すことも数 上げる ともできない 人々 想像を越えるも 見出しました。やあ、描写 しても国を訊ねてもなんと稀な人物であ こ か
（
126）。彼
は、あなたたちのも よりあらゆる稀なことを携えてや きました。彼は、我らのもとへ至って以来、い 高き御前（あなた） 対し 最大限感謝を表明し、その麗しき性質を賞賛し続け、 うとう我らの高貴な考えをあなたへの愛情へと傾かせました。そ て我らは たに対して書簡をしたためることにし のです。　
時に耳は、目よりも早く恋に落ちるもの
（
127）
　
その一方で、彼は我々に対して、彼の妻と息子たちがチュニスの王国にお
いて、いと高き御前の保護のもとにある 述べました。また彼は、家族を呼び寄せよう しましたが、それは、彼が我々のもとに滞在する間、家族らがともに滞在し、暮らせるようにす めです。そこで我らの高貴な 見解は、この麗しき二つの理由故に、いと高き御前 対して書簡を めるべきと考えた です。我らはいと高き御前にそのことを告げるこ と ま たが、それは、高貴なる御前がその寛大な考えと 愛情から 意図 基づいて、前述のシャイフ・ワリーユッディーン（イブン・ハルドゥーン）の家族を召し出し、 ［チュニスを出立できない］彼ら自身 要因が れば れを
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取り除き、彼らへの妨げがあればそれを排除し、助言し、彼らが栄誉を与えられ敬意を表されたものとして、彼（イブン・ハルドゥーン）のもとへ旅することを最良の仕方で準備せよ、といと高き命令を発していただくためです。なおその旅は、敬虔で智に通じ、正しき道を辿る比類なき人物、すなわちこの書簡の持参者にしてイブン・ハルドゥーンの使者シャイフ・サアドゥッディーン・マスウード・ミクナースィー――神よ、彼に力を与え給え――の同行のもと、行わ ますように
（
128）。また彼らの旅支度はいと高き御
前の所有する船の内の一隻によって行われますように。その際、前述の人々（イブン・ハルドゥーンの家族）を親切に遇し、彼らを世話することを確実に、そして常にも増してそうするよう、船乗りに指示してくださ ますように。
//p.253// もし指示を受けた船乗りが到着すれば、彼らには、彼らが思う
以上の、彼らの希望をはるかに越える安全と厚遇が与え れるこ なりましょう。愛情に溢れ頼りがいのあるいつものあなたの 、上記 件 ついてご配慮くださいますよう 。またあなたが、使者の往来と書簡 遣り取りを贈り物としてくださいますように。もし至高な 神が望み給 ならば、天使とクルアーンの章句 よって、すなわち恩寵と幸運によってあなたをお守りくださるで　
七八六年祝福されたサファル月一五日／一三八四年四月一六日、高貴な
る勅令に基づいて記す。神に讃えあれ。 た我ら 主人た ムハンマド彼の一族と教友たちに神の祝福と平安があ んこと 。
　
その後、サラーフッディーン・イブン・アイユーブのワクフ
（
129）の一つで
ある、フスタートのカムヒーヤ・マドラサ
（
130）の一教授が亡くなった。そこ
で、スルターンは同マドラサで彼の代わりに教えるよう、私をその教授の座に据えた
（
131）。私がそのような状況にある間に、スルターンは、ありがちな
こととして、マーリク派のカーディーに腹を立て、彼を解任した。ところで、そのカーディーは四法学派の第四の者
（
132）であった。その四人すべてが、
代理職にある裁判官
（
133）と区別され、大カーディーと呼ばれていた。代理職
の裁判官は、人の住んでいる場所が広く、人が多く、そしてカーディーのもとに上がってくる訴訟案件が多いゆえに任命されていた。
//p.254// また四人
の内の筆頭はシャーフィイー派のカーディ である。何故なら、その権限が［下エジプトの］東西の諸地方に、また上エジプトやファイユームに広く及んでおり
（
134）、さらに孤児の財産や遺言の監督権限
（
135）を独占していた為であ
る。なおその仕事は、以前はスルターンが直接行っていたが、今やそれはシャーフィイー派のカーディーに属するようになった、と言われることもある。　［七］八六／一三八四年に件のマーリク派のカーディー
（
136）が解任された
時、スルターンは私の地位故に、その職 私に相応しいとみなし ま 私を高く評価して、この職を私に与えた。私はそのことをスルターンに辞退したが、スルターンはそれを許さず、彼のイーワーンにて私に名誉の衣
（
137）を授
与した。そして 側近の大物 一人を派遣し、私を、バイナルカスライン
（
138）にあるサーリヒーヤ・マドラサ
（
139）の裁きの座に就けた
（
140）。そこ
で私は
（
141）、自らに与えられた賞賛に値する職務を執行し、自らに委ねられ
た神の法に関 て努力を払った すなわち、私は、自らのカーディーとしての職務に対しいかなる非難も浴びぬよう、またいかなる地位も権力も の職務を妨げることのないように た。そのために、裁きにおいて訴訟人双方を等しく扱い、
//p.255// 裁きを求める者のうち弱者の権利を護り、双方から執
り成しや伝手を求められても断り、証言を確実に聞き取り、証言を行うために任命された公証人
（
142）の資格を吟味することに努めたのである。
　
彼ら公証人の中には品行方正な善人もいれば、不品行な悪人もいた。そし
て裁判官たち
（
143）は公証人への批判を避け、彼らの欠点を認識していながら
それへの対応を怠っていた。それは公証人たちが有力者たちに り寄ることでその欠点を取り繕っていたからである。実に、彼らの大半はクルアーン教師として、または礼拝の導師としてアミールたちと交際し、公証人 相応しい者であるかのように装っているのであった。それ故 アミール ちは彼らを善良とみな 、その地位を用い 、公証人として 資格審査
（
144）の際に
カーディーの前で口添えし、彼ら ために便宜 図ってやるのである。こうして、彼らの弊害が深刻なも となり、人々 間に彼ら 捏造と虚偽による腐敗が広がった。私はそうした腐敗の一端を知り、厳罰を与え見せしめとた。また一部の公証人たちには 資質がな ことが明らかとなっ ので私は彼らに証言を行うこ を禁じた。ところで、公証人 ちの中 、カーディー ちの事務局で働き、彼らの法廷にて文書作成 行う書記官たちがいた。彼ら 訴えの口述筆記と判決 記録に慣れており アミール ちが関わることになった各種の契約について、書式に則っ 巧みに文書を作成することができたので、彼らに重宝されていた。そうすることで、これらの公証人たちは同業者の中で優位に立ち、またアミ ルたちの権威を傘 き 、カー
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ディーたちに対して誤魔化しができるようになるのである。彼らはそれによって、予想される自分たちへの非難に備えるのであるが、彼らがその非難に晒されるのは彼らの諸々の行為故である。とき 、彼らの一部は瑕疵のない契約文書に対してペンの力を行使して、そうして法的ないし書記術的にの文書を無効とする方法を編み出す。
//p.256// そして、地位ないし財産を持
つ者のお呼びがあ ば、彼らは直ちにそれを行うのである。また特に、この町においては、人の多さゆえに度を越えて くさんあるワクフ ついて、そのことがいえる。こうしてワクフは、素性が からなくなっており、裁判官たちが属する学派の違いに 無効となる危険に晒されてい のであ 。ワクフ 売却な し私有化を企 る者がいれば公証人 はその者と条件を設定し合意する。そうして、詐欺的な行為か ワクフを保護するべくそうした者たちの行為を禁じ妨げようとする裁判官たちに対抗する である。こして、損害がワクフに広まり、その危険は契約文書や私有財にまで及んでる。そこで私は神の助けを借りてそ した不正を終わらせるべく働い のであるが、 のことで公証人たちは私に憤り 私へ 憎しみを募らせたのであった。　
ついで、私は［自らの学派である］マーリク派のムフティーたち
（
145）に注
意を向けた。裁判官たちは、たび びムフティーが抵抗し、彼らが訴訟の当事者たちに悪事を吹き込み そして判決 下った後でファトワー 出すこに悩まされていた
（
146）。また彼ら（ムフティー）の中には取るに足らない者
がおり、彼らはかろうじて学生や公証人の端くれに加わって が――いや、ほとんどそ らですらないのであるが――、突然ムフティーやマドラサ教授へ抜擢されてその地位に座し、無分別にもそこに居座り続け、非難する者やその適性を批判する者や篩にかける者もいないまま、その地位を保持するのである。というのも、彼 （ムフティー） 数の多さはこ 町の住民多さ故に群を抜いているためである。この町において、ファトワー 筆は無制限にふるわれ、ファトワーの手綱は手離されたままである。そして、訴訟の当事者は皆、その端綱を互いに引き合ったり、その端をつか うとしたりする。それを頼り 、訴訟相手に勝とうとし、 ［何 を］強要しようとするのである。ムフティーは、これ 受けて 学説の違いの隘路を縫い 助けを求める者を満足させ、要求通りのものを与えるのである。
//p.257// その結果、
諸々のファトワーは衝突し、互いに反駁しあ 、 決が下っ 後にファトワーが出されようものなら 混乱に拍車がかかる であ 。諸学派間 学説
の相違は多々あり、中庸を得ることは困難であり、ムフティーの資質とファトワーの良し悪しについては、一般民衆にそれを測ることはできない。それ故、この悪弊
（
147）が取り除かれることは望むべくもなく、またこの混乱が断
たれることもないだろう。　
そこで私はこのような状況に対して真実の大鉈をふるい、好き勝手に振る
舞う者たちと無知な輩 手綱を引き締め、彼らを元の状態に戻したのである。ところで彼らの中にはマグリブからやってきて、徒党を組ん い 者たちがいた。彼らはあれやこれやの諸学の専門用語を断片的に用いて常に人を欺き、高名な師匠に師事しているわけでもなく 学芸に関して何らかの著作があるわけでも かっ 。また彼ら 世間をあざけりの対象となしており、人の名誉を汚し、また冒すべか ざる を責めたてる会合を開いていた。そのため、私の行いによって、 は私を嫌 、ま 妬み 怨んだのであった。また彼らは、敬神を装って
修ザー ウィヤ
道場
（
148）に住んでいる仲間のもとへ行く。
彼らは 敬神ぶりによって名声を購い、それによって神に抗い人を庇うである。権利を侵害された人々が彼らを仲裁者として選ばざるを得ないこともあろう。すると彼らは、悪魔の言葉に基づ て仲裁し、勝 に解決してしまう。無知なまま神 法を取 扱うことを、 の信仰心とやらが妨げることもないの　
そこで私は彼らの手中にある綱を断ち切り、また彼らが保護している人物
を神の法に従って裁いた 彼ら 保護 神の前では何一つ役に立た かたのである。結果、彼らの修道場は打ち捨てられ 収入の源泉は涸れ 。彼らは嘘偽りでもって、私の名誉を損ない面目を潰すべく 愚かな者たちと妄言を語りはじめた。彼らはそ 嘘偽りを人々に広め
//p.258// スルターンに
対して私への不満をひそかに吹き込んだのである。しかしスルターンは彼らに耳を貸さなかった。　
一方、私はそのような状況にあって、来世での神の報いを見越して、その
試練に耐えた。またそ 状況下で無知 る者ども 避けた。また 厳格に振る舞い、活力を持ち、公正な行いと諸権利の回復を強く望み、誤った計画に誘われてもそれに与せず、地位や利益に敏い人物が私に目配せしても断固としてそれを拒み、正道 歩んだのである。しかし同僚 カーディー ちはそうではなかった。彼らはそのことで私に異を唱え、自分たちのや 方に従うよう、私に要求したのである。すなわち、大物 満足させ 名士 敬意を払い、地位ある人に有利なように目に見える形 裁き 行 とい
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あるいは、それが困難な場合、代わりの裁判官が存在するならば、裁きを行うことは当該裁判官の義務ではないという原則に従って、訴訟人を追い払うことを要求した。実のところ、 ［たら 回しにする］算段がついていると知っていながらである。そ 逆が正しいと知りつつ、目に見える形で判決を下すことについて、彼らが何 弁解するかを知りたいものだ。預言者――神の祝福と平安が彼の上に りますように――はその様な判決について言っいる。すなわち、 ﹁私がある男に、そ 同胞の所有するもの 一部を奪って与える判決を下した すれば それは地獄 一部を切り取って与えたのである﹂
（
149）と。
　
そこで私は、そういったこと全てにおいて、カーディーの職務の本分を全
うし、その職務と私を任じた方への責任を果たすこと みに専心した。そため、皆が私に敵対して団結し、私に対して不満を叫ぶ人を援助 、私を非難するウンマを形成したのである。そして彼ら 、かつて公証の役目を禁じられた者たちに対し、私の彼らへの処置はそ 権利 欠いていた であり、それは証人が不適格であることについて私が知ってい 事のみに基づいているが、
//p.259// それは本来法学者の合意を要する事案であると吹き込んだの
である。こうして、人々は口々 も を言 始め 雑音が大きくなった。ある者が自分たちの意に沿って裁きをするよう私に望んだが、私はその審理を止めた。す と人々 訴訟の当事者たちをけしかけた。そ て彼らはスルターンのもとで口をそろえ 私への不満 訴えた。スルターンはそ 件を調査するた に、カーディーたちとムフティーたちを一同に集めた。 こで私は先の裁きを、何一つ混ざっていない純金の如く 純粋なものである 主張した。そこで事の真相 スルタ ンに明らかとなっ 。私はこ 裁きにおいて、彼らの意向に沿わない形 、神の法 基づいて裁いた。そこで彼らは﹁かようにしっかと腹を決め早々と出掛けて﹂
（
150）行き、スルターンの近臣や
重臣に対して耳打ちし、私が彼ら（近臣や重臣）の地位を無視し、ま 彼の執り成しを否定しているとして悪様に罵り、私のそうし 行為は［カーディー職の］不文律に無知なためである 言いつく っ 。また、この出鱈目を、彼らが私 由来するとみ 重大事と併せて広めた。それは、寝てい者をも起こし、分別のある者をも きり立たせ ことである。 して彼らは、私に対する怒りを掻き立 、憎しみを植え付けたの 神は彼らに報いを与え、また問い質す者なり。　
そのため、私に対する騒ぎがあらゆる方面で多くなった。そして私と王朝
の人々の間に暗雲が立ち込めた。同じ時期に妻子らへの災厄が重なった。彼らはマグリブより船でやってきていたが、大嵐が襲い、船が沈んでしまったのである。私は財産、家人、子供を失ってしまい、不幸と悲しみが大きくなり、俗世を離れたいという思いが強くなっ 。そして私はカーディー職を辞すことにした。
//p.260// しかし、私の相談に乗って忠告してくれた人は職を
辞すことに賛成しなかった。それはスルターンの責めと怒りを恐れてのことであった。そのため私は行くこ も戻ることもままならず 希望と絶望をつなぐ道の上で立ち尽く た やがて、私のもとに主の恩寵が届き、スルターン――神が彼を助け給わんことを――の恩顧が私を包んだ。スルターンは、慈悲の眼差しで私を見つめ、私がその重責を担い得ず、また連中 主張するところによると、その職の不文律について無知である その任から解いてくれた。そしてスルターンはその職を前任者に戻し をその枷から解き放ったのである。こう て、私は自由の身となっ わけであ 私 事績は賞賛さ 、また大勢の人 残念がり、私の めに祈願し 賛辞を述べつつ見送ってくれたのである。人びとは慈悲の眼差しで私を見つめ、私の復帰を望んで互いに さやき合っていた。私は以前 同じよう 、スルターンの恩顧の牧場の中、寵愛と配慮の蔭 も 草を食む者となっ 。そし 私は、神の使徒――神の祝福と平安が彼 上にありま よう ―― 主 ら求 た善き健康
（
151）に満足し、教授や読書、あるいは執筆に勤しみ、余生を神に奉
仕して過ごせるよう、また神の恩恵と恩寵によって幸福へ 障害が取り除かれるよう期待していた。　【註】
（
1） 前号までの余録は終わり、ここから話は本筋に戻る。以下のテキストはブーラーク版にも含まれており、余録とは異なり最初から自伝に含まれていたものと考えられる。 ﹁イブン・ハルドゥーン自伝６﹂ 、四四頁、註三四参照。
（
2） マリーン朝君主アブー・ファーリス・アブドゥルアズィーズ。一三七〇年にト㆑ムセンを征服したこの君主の中央マグリブ経営のために、イブン・ハルドゥーンはアラブ遊牧民の協力を取り付けるなどして働いていた （ ﹁自伝５﹂ 、九一―九三頁） 。
（
3）一三六六年以降、イブ ・ハルドゥーンを保護していたビスクラの支配者 （ ﹁イブン・ハルドゥーン自伝５﹂ 、七八頁） 。
（
4）都市ビスクラに拠点をおくムズニー家は、一四世紀にはザーブ地方のオアシス地帯の徴税権を掌握するとともに、周辺のアラブ遊牧民リヤーフ族 おおむね良好
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な同盟関係を維持していた。ハフス朝、ザイヤーン朝、マリーン朝といった王朝国家に協力する際には、ムズニー家が財政的に支援する一方で、リヤーフ族が軍事力を提供するという役割分担が見られた （
M
ichael B
rett, “Ibn K
haldūn and the 
dynastic approach to local history: the case of B
iskra, ” al-Q
anṭara 12, 1991, pp. 157-
180 ） 。
（
5） マリーン朝に仕えるアラブ遊牧民スワイド族の指導者で、イブン・ハルドゥーンとも親交があった （ ﹁イブン・ハルドゥーン自伝５﹂ 、一〇一頁、註一 一） 。
（
6）マリーン朝君主アブー・ファーリス・アブドゥルアズィーズは、イブン・ハルドゥーンがビスクラを発った翌月、七七四年ラビーウ・サー 月二二日／一三七二年一〇月二一日にト㆑ムセンで没した （
al-‘Ibar, vol. 7, p. 336 ） 。
（
7）マリーン朝君主サイード二世 （ ﹁イブン・ハルドゥーン自伝３﹂ 、六五頁 註八五） 。即位時にはまだ四歳にも満 ない幼児であった。イブン・ハルドゥーンは彼のクンヤをアブ ・バクルと記しているが 時代にフェズで活躍したイブン・アフマルはアブー・ザイヤーン 記している （
al-‘Ibar, vol. 7, p. 351; Ibn al-
A
ḥm
ar, R
aw
ḍat al-nisrīn fī daw
lat B
anī M
arīn, ed. ‘A
bd al- W
ahhāb ibn M
anṣūr, R
abat: 
al- M
aṭba‘a al- M
alakīya, 1991, p. 44 ） 。
（
8） マリーン朝のワズィール。前君主アブー・ファ リス・ア ドゥルアズィーズの治世には、イブ ハルドゥーンと協力して中央マグリブ平定に従事した （ ﹁イブン・ハルドゥーン自伝３﹂ 、六五頁、註八六
; ﹁イブン・ハルドゥーン自伝５﹂ 、
九二―九三頁） 。
（
9）アッターフ族はミルヤーナ近辺を活動地域とするズグバ系アラブ遊牧民。ヤアクーブ・イブン・ムーサ 家はその中の指導的な家系 （
al-‘Ibar, vol. 6, pp. 48, 118;
﹁イブン・ハルドゥーン自伝５﹂ 、九四頁、註七） 。
（
10） スワイド族はバトハーから南方の山岳地帯 域とするズグバ系アラブ遊牧民。マリーン朝君主ア ー ハサンの中央マグリブ経営に協力したアリーフの息子たちが、その有力者であった （ ﹁イブン・ハルドゥーン自伝５﹂ 、九四頁、註七および一〇〇頁、註一〇五） 。
（
11） ザイヤーン朝君主アブー・ハンム 二世。一三七〇年にマリーン朝のアブドゥルアズィーズにト㆑ムセンを奪われ、サハラ砂漠へと逃れていた （ ﹁イブ ・ハルドゥーン自伝５﹂ 、九一―九三頁） 。
（
12）
T
īgūrārīn. ト㆑ムセンの南方、サハラ砂漠のほぼ中央に位置するオアシス。トゥ
ワート地方の北東方向 位置する （
al-‘Ibar, vol. 6, pp. 67, 102 ） 。
（
13） ウバイドゥッラー族はマアキル族を構成する三つの主要な支族の一つで、北はト㆑ムセンやムルウィ ヤ川の河口 帯から ザー川を経て、南は遠く ハラ砂漠のオアシスであるトゥワ ト地 を活動地域としていた （
al-‘Ibar, vol. 6, p. 61 ） 。
マアキル族については﹁イブン・ハルドゥーン自伝５﹂ 、一〇一頁、註一一五も参照。
（
14）
W
ādī Z
ā. サー川
W
ādī Ṣ
ā とも綴る。アヤソフィヤ写本では
Z
の文字と
Ṣ
の文字を
重ねて表記している。ムルウィーヤ川の支流のひとつ。その水源というラアス・アル＝アインは、校訂者によれば現在のアイ バニー・マトハルにあたる。
（
15）
Jabal D
abdū. ムルウィーヤ川の東に位置する山地。同名の町が近くにある。当時は
マリーン族の支族ワンガースィン族のイブン・ザクダーンがこの地方を支配しており、イブン・ハルドゥーンとも親しいワナズマール・ ブン・アリ フとともにザイヤーン朝に対する最前線を担っていた （
al-‘Ibar, vol. 7, pp. 128, 329; E
ncyclopaedia 
of Islam
, 2 nd ed., A
rticle on “D
ubdū” ） 。
（
16） マリーン朝のワズィール、ムハンマド・イブン・ウスマーン・イブン・カースのこと。アブー・バクルとは﹁父方の従兄弟﹂とあ が厳密には二人の曾祖父が兄弟同士にあたる （ ﹁イブン・ハ ドゥー 自伝３﹂ 、六五頁、註八八） 。
（
17）マリーン朝君主アブー・サーリムの権力獲得 （一三五九年）の際のイブン・ハルドゥーンとムハンマド・ ブン・ウスマーンとの関係については、 ﹁イブン・ハルドゥーン自伝４﹂ 、七二頁参照。
（
18）ナスル朝君主ムハンマド五世 （イブン・アフマル）のワズィールだったイブン・ハティーブは、当時はグラナダを出奔して 朝に仕えていた （ ﹁イブン・ハルドゥーン自伝５﹂ 、九三―九四頁） 。
（
19）スィジルマーサを拠点に度々フェズの王権に反旗を翻してきたマリーン朝のアブー・アリー家出身の王族。一三六五年に ンダルスに渡り、一三六七年以降はシャイフ ル＝グザ ト （ナスル朝におけるマグリ 兵部隊の指揮官）としてナスル朝の軍事の要職を占めたが この時期には解任されグラナダで投獄されいた （ ﹁イブン・ハルドゥーン自伝３﹂ 、 六頁 註九〇
; ﹁イブン・ハルドゥーン
自伝５﹂ 、八五頁） 。
（
20）マリーン朝に仕えたワズィール。アブドゥッラフマー ・イブン・アビー・イファッルーサンとともにア ダ スに渡ったが、この には もにグラナダで投獄されていた。彼もまたアブー・サー ムの権力獲得の時以来のイブン・ハルドゥーンの知己である （ ﹁イ ン ハ ４ 二頁、註八
; ﹁イブ
ン・ハルドゥーン自伝５﹂ 、八五頁） 。
（
21） マリーン朝君主アブドゥルアズィーズは、フェズの王権にとって脅威となりうるアブドゥッラフマーン・イブン・アビー・ ファッ サンの力 増大することを懸念し、イブン・ハティーブの協力をえて彼を陥れようとした。この結果 アブドゥッラフマーンはナスル朝君主ムハ マド五世 怒りを買い、一三六八―九年に解任され投獄された （
al-‘Ibar, vol. 7, p. 378; M
iguel Á
ngel M
anzano R
odríguez, 
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L
a intervención de los B
enim
erines en la península ibérica, M
adrid: C
SIC
, 1992, p. 
365 ） 。
（
22）
G
hassāsa. 奥マグリブ北部の地中海に面する港町。一四世紀には荒廃していたメ
リーリャに代わって、ガッサーサがこの地域の主要な港町だった。周辺にはサンハージャ系ベルベルのバットゥーヤ族が居住していた （
E
ncyclopaedia of Islam
, 
2nd ed., A
rticle on “M
elilla” ） 。
（
23） 当時、ジブラルタルの港と城砦は、マリーン朝がジブラルタル海峡のアンダルス岸に有する唯一の拠点だった （ ﹁イブン・ハルドゥーン自伝４﹂ 、九五頁、註一二七） 。イブン・ハティーブの身柄引き渡し要求に端を発したこの一連の事件の結果、ジブラルタルはナスル朝に引き渡され、海峡北岸からマリーン朝の軍勢は完全に撤退することになった （一三七四年） 。さらに、ナスル朝に協力的 新君主アブー・アッバースが即位したこともあり、ナスル朝とマリーン朝 力関係は完全に逆転し、前者が主導権を握るようになった （関哲行・立石博高・中塚次郎編『世界歴史大系
　
スペイン史一
　
古代―近世』 、山川出版社、二〇〇八年、
一二三頁） 。
（
24）マリーン朝君主アブー・サーリムの子で、この後フェズの王権を掌握するアブー・アッバース・アフマドのこと （ ﹁イブン・ハルドゥ ン自伝３﹂ 、六五頁註八七） 。
（
25）
kudyat al-‘A
rā’is. フェズ郊外の丘。王宮のある新フェズを西側からのぞむ場所に
位置していた （
Ibn K
haldoun, H
istoire des B
erbères et des dynasties m
usulm
anes de 
l’A
frique Septentrionale, N
ouvelle édition, 4 vols., tr. M
. de Slane, Paris, 1956, vol. 4, p. 
512 ） 。
（
26） メクネスの北約二〇キロメートルに位置する山。八世紀末にイドリース朝を開いたイドリース一世の墓廟があり、現在では彼の名にちなんでムーライ・ ドリースと呼ばれる町がある （
E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd ed., A
rticle on “M
aw
lāy Idrīs” ） 。
（
27）
al-A
ḥlāf. アラブ遊牧民マアキル族の支族マンスール族のさらに支族のうちイム
ラー ン族 （
aw
lād ‘Im
rān / al-‘A
m
ārina ）とムナッバー 族 （
aw
lād M
unabbā / al-
M
unabbāt ）の二つをあわせてアフラーフと呼ぶ。サハラ砂漠 スィジルマーサか
らムルウィーヤ川流域、さらには地中海沿岸のガッサーサ地方を活動地域としていた （
al-‘Ibar, vol. 6, pp. 66-67 ） 。
（
28）
‘A
lī ibn ‘U
m
ar al-W
ay‘alānī. マリーン朝の支族ワルターッジャン家の有力者。ワ
ズィールのアブー・バクル・イブン・ガーズィーに反抗してスース地方へ逃れていたが、アブドゥッラフマ ン・イブン・アビ ・イファッルーサン上陸の知らせを聞いて、アラ 遊牧民マアキル族とともに彼に合流した。フェズ攻略後は、一旦はアブドゥッラフマーンと行動を共にしてマラケシュへ向かうが、やが 関係が
悪化してフェズに戻った （
al-‘Ibar, vol. 7, pp. 325, 344 ） 。
（
29） 奥マグリブの大西洋沿岸、オート・アトラス山脈とアンチ・アトラス山脈にはさまれたスー ス川の流域 （
E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd ed., A
rticle on “al-S
ūs al-
A
ḳsā” ） 。
（
30）
Ṣ
afrū. フェズの平原を見下ろすモワイヤン・アトラス山腹の町。校訂テキストお
よびアヤソフィヤ写本 いずれにも
Ṣ
afūw
ā とあるが、ブーラーク版や仏訳に従っ
た （
al-‘Ibar, vol. 7, p. 442; A
utobiographie, p. 147 ）
（
31） フェズとメクネスの間を流れるセブー川の支流。
（
32） 一三世紀後半にフェズ 西郊に建設されマリーン朝の王宮が置かれた都市。 （ ﹁イブン・ハルドゥーン自伝２﹂ 、五二頁、註一〇八） 。
（
33）サハラ砂漠北縁の交易都市 （ ﹁イブン・ハルドゥーン自伝３﹂ 、六三頁、註六四） 。アブドゥッラフマーン・イブン・アビー・イファッルーサンの祖父アブー・アリーはここを拠点としていた。
（
34） 現在のモロッコ南部を流れる川。アトラス山脈から南のサハラ砂漠方面に流れ出し、途中から西流して大西洋に注ぐ。夏季には涸 川となる区間が多いが、流域には水場が点在し遊牧民の活動の拠点となっている （
E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd 
ed., A
rticle on “D
ar‘a” ） 。
（
35） モワイヤン・アトラス山脈から発する川。メクネスの西を北方へ流れて大西洋の近くでセブー川に合流する。
（
36）
A
sfī. 奥マグリブの大西洋沿岸の港町 （
E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd ed., A
rticle on 
“A
sfī” ） 。
（
37）
K
arsīf. ムルウィーヤ川沿いの町。フェズからターザを経て中央マグリブへ至る
途上に位置する （
E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd ed., A
rticle on “G
arsīf” ）
（
38）
S
ulaym
ān ibn D
āw
ūd ibn A
‘rāb al-‘A
skarī （一三七九―八〇年没） 。マリーン家の支
族アスカル家出身のワズィール。マリーン朝君主アブー・イナーンの頃から、ジブラルタル太守やイフリーキヤ遠征の指揮をつとめ などマリー 朝宮廷の実力者だった。アブー・アッバースのフェズ包囲に協力し、権力獲得後は彼の政権重鎮の一人となった。後述のイブン・ハティーブ処刑は、彼の部下が手を下したものである。その背景には、かつてスライマーンがシャイフ・アル＝グザ ト職を求めた際にイ ン・ハティーブの進言により阻まれたため 恨みを抱いていたことがあっ 。一三七六―七年、アンダルス 外交使節として赴いた際にそのままグラナダに残留し、同地で没し （
al-‘Ibar, vol. 7, pp. 296-299, 341-343 ） 。
（
39）イブン・ハルドゥーンの弟ヤフヤーについては、 ﹁イブン・ハルドゥーン自伝５﹂ 、九五頁、註一八参照。
（
40）
Ibn Zam
rak, A
bū ‘A
bd A
llāh M
uḥam
m
ad ibn Y
ūsuf （一三三三～一三九五年） 。グラ
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ナダの詩人。イブン・ハティーブの後押しもあって、ナスル朝の宮廷詩人・書記として台頭した 一三七二年のイブン・ハティーブ出奔後はワズィールに任じられ、事実上、彼の後継者としてムハンマド五世の治政後半を支えた。一三九一年にムハンマド五世が没すると彼の地位は不安定化し、最後はムハンマド七世の命により暗殺された （
J. Lirola D
elgado ed., B
iblioteca de al-A
ndalus, A
lm
ería: Fundación 
Ibn Tufayl, 2004-2012, tom
o 6, pp. 238-251; E
ncyclopaedia of Islam
, 2 nd ed., A
rticle on 
“Ibn Zam
rak” ） 。この時のイブン・ザムラクのマグリブ渡航は、アブー・アッ
バースの即位を祝うだけでなく フェズでイブン・ハティーブに対する審問を実施するためでもあった （
al-‘Ibar, vol. 7, pp. 341-342 ） 。しかし、イブン・ハル
ドゥーンとの関係は必ずしも悪くは かったらしく、 『自伝』にもカイロ移住後に彼から受け取った書簡が引用されている （
al-Ta‘rīf, pp. 262-274 ） 。
（
41） イブン・ハティーブがグラナダを出奔すると、ナスル朝君主ムハンマド五世はマリーン朝に対して彼の身柄引き渡しをたびたび要請し が、マリー 朝側 これを拒否していた。 かし、一三七四年にナスル朝の支援を受け アブー・アッバースがマリーン朝の権力を握 ことで情勢は一変 、イブン・ハティーブは異端の嫌疑をかけられてフェズで投獄された。イブン・ハティー 殺害の日付は不明だが、アブー・アッバースが権力を掌握し 直後、グラナダ ら使節としてイブン・ザムラクがフェズに到来した時のことではないかと考えられている（al-‘Ibar, vol. 7, pp. 341-342; J. Lirola D
elgado ed., B
iblioteca de al-A
ndalus, tom
o 3, 
pp. 656-657; M
aría Isabel C
alero Secall, “El proceso de Ibn al- Jaṭīb, ” al-Q
anṭara 22, 
2001, pp. 421-461 ） 。
（
42） イブン・ハルドゥーンが、マリーン朝君主アブドゥルアズィーズに協力して、アブー・ハンムー二世からアラブ遊牧民を離反させ ことを指す。 ﹁イブン・ハドゥーン自伝５﹂ 、九二―九三頁参照。
（
43） アラブ遊牧民スワイド族の有力者。この当時は、マリーン朝に協力する兄弟ワナズマールの助言により、ザイヤーン朝君主アブー・ハンムー二世の中央マグリブ平定に力を貸していた （
al-‘Ibar, vol. 7, pp. 135-136 ） 。イブン・ハルドゥーンに対
する好意的な態度は、かつてアブー・ハンムー二世に捕らえられていた際に尽力で救出されたことがあっ ためであろうか。 ﹁イ ン・ハルドゥーン自伝５﹂ 、九二―九三頁参照。
（
44）
M
andās. シャラフ川下流の低地バトハーから南のアトラス山脈方面に入ったとこ
ろにある町。さらに南へ進んでグズ ル山を越えると、八世紀にルスタム朝が建設した都市ターハルトがある （
al-‘Ibar, vol. 7, p. 121 ） 。
（
45）
Q
al‘at Ibn S
alām
a. ターハルト近くの城塞。別名ターウグズート。ベルベル系部族
トゥージーン族の有力支族ヤドラルタン族の指導者サラーマが一三世紀に築いた
ため、その名で知られるようになった。サラーマの子孫はここを拠点に勢威をふるっていたが、やがて隣接地域で活動するアラブ遊牧民スワイド族に圧迫されるようになった。一三五二年にマリーン朝君主アブー・イナーンがト㆑ムセンを征服すると、これに協力したスワイド族のワナズマール・イブン・アリーフがカルア・イブン・サラーマと周辺のトゥージーン族の地をイクターとして与えられた。マリーン朝撤退後、復興したザイヤーン朝はこの地域の統治を一時サラーマ家に委ねるが、結局はスワイド族の歓心を買うためにイクタ として再度アリーフ家に与えられた。イブン・ハル ゥーンによれば、当時のトゥ ジ ン族はスワイド族から税を取り立てられる従属状態にあったとい （
al-‘Ibar, vol. 7, pp. 
163-165 ） 。
（
46）
al-M
uqaddim
a. いわゆる『歴史序説』は、本来は、彼の自伝とともに大部な史書
『省察すべき実例の書』の一部をなすものである。 『歴史序説』の初稿が完成したのは、七七九年半ば／一三七七年秋のことだった （
P
rolégom
ènes, vol. 3, p. 434; 
『歴史序説』第四巻、三四七頁） 。
（
47）
A
bū B
akr ibn ‘A
rīf. アラブ遊牧民スワイド族の有力者で、ワナズマールやムハン
マドの兄弟 （ ﹁イブン・ハルドゥー ン自伝５﹂ 、一〇〇―一〇一頁、註一〇五、 一一七） 。
（
48） イブン・ハルドゥーン自身が言うように、彼 史書は序論と三部とに分かれている。すなわち、序論で歴史学の真価について、第一部で文明の本質的性格について論じたうえで、第二部 アラブ人をはじめ古代の諸民族やペルシア人 トルコ人などの歴史について 第三部でベルベル人およびそ 一派であるザナータ族の歴史を扱うとしている （
P
rolégom
ènes, vol. 1, p. 6; 『歴史序説』第一巻、二九―
三〇頁） 。ここでい 『序説』とは、このうちの序論と第 部 （すなわちいわゆ『歴史序説』 ） のことであり、 ﹁アラブとベルベルとザナータの諸情報﹂とは第二部と第三部のことであろう。
（
49）
daw
āw
īn
は
dīw
ān
の複数形で﹁帳簿類﹂もしくは﹁詩集﹂を意味するが、本書の
原題『省察すべき実例の書、アラブ人、ペルシア人、ベルベル人および彼らと同時代人の偉大な支配者たち 初期と後期の歴史に関する集成』
K
itāb al-ʻ
ibar w
a 
dīw
ān al-m
ubtadaʼ w
a al-khabar fī ayyām
 al-ʻA
rab w
a al-ʻA
jam
 w
a al-B
arbar w
a m
an 
ʻāṣara-hum
 m
in dhaw
ī al-sulṭān al-akbar では﹁集成﹂の意味で用いられている。こ
の点を踏まえて﹁資料類﹂と訳出した。
（
50）
m
araḍun aw
fā bī ʻalā al-thanīya
は直訳すれば﹁山道に私を至らしめる病﹂だが、
al- thanīya には四本の前歯の意味もありそこから﹁ ［死の］間際に﹂のニュアンス
ととった。
（
51）ハフス朝君主アブー・アッバース・アフマド二世のこと （ ﹁イブン・ハルドゥー
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ン自伝３﹂ 、七一頁、註一五七） 。ハフス朝の王族でコンスタンティーヌに割拠していたが、一三七〇年に首都チュニスを征服し、ハフス朝再統一を果たしていた。一三六六年に彼が従兄弟アブー・アブドゥッラーを破ってビジャーヤを奪取した際には、アブー・アブドゥッラーに仕えていたイブン・ハルドゥー がビジャーヤ開城を取り仕切った （ ﹁イブン・ハルドゥーン自伝４﹂ 、八七―八八頁） 。
（
52） al-A
khḍar. アラブ遊牧民リヤーフ族の一支族 （
al-‘Ibar, vol. 6, p. 35 ） 。リヤーフ族
については、 ﹁イブン・ハルドゥーン自伝４﹂ 、九八頁、註一七三参照。
（
53）リヤーフ系アラブ遊牧民ダーウード族の指導者 （ ﹁イブン・ハルドゥーン自伝４﹂ 、九八頁、註一七五） 。イブン・ハルドゥーンは彼と親交があり、彼に働きかけることでアラブ遊牧民をザ ヤー 朝君主 ー・ハ ム 二世やマリ 朝君主アブー・ファーリスのために動員させることができた （ ﹁イブン・ハルドゥン自伝５﹂ 、九〇―九二頁） 。
（
54）
Farfār. ビスクラとダウサンのほぼ中間に位置するオアシス。ダウサンについて
は﹁イブン・ハルドゥーン自伝５﹂ 、一〇一頁、註一二〇参照。
（
55）
A
bū Isḥāq Ibrāhīm
 ibn A
bī al-‘A
bbās A
ḥm
ad （一三八九―九〇年没） 。チュニスを占
領してハフス朝を統一したアブー・アッバースは息子たちを支配下の各都市の太守に任じたが、そのうちコンスタンティーヌ太守に任じられたの イブラ ヒームである。彼は後にヤアクーブ・イブ ・ リーやその息子たちと対立し、コンスタンティーヌに迫るアラ 遊牧民を迎撃するための陣中で病没し （
al-‘Ibar, 
vol. 6, pp. 386-387, 399 ） 。
（
56）ヤアクーブ・イブン・アリーの兄弟アブー・ディーナールについては、 ﹁イブン・ハルドゥー 自伝５﹂ 、一〇一頁、註 二三参照。アブ ・ディーナールの息子については、不詳。
（
57）
bilād al-Jarīd. 現在のチュニジア南西部、ジャリード塩湖を取り囲む地方。原義は
﹁ナツメヤシの葉﹂の意。サハラ砂漠の北縁にあたりトゥーザルなどのオアシス都市があった。トゥーザ のヤムルール家のような在地有力者や ラ 遊牧民が割拠していたが、アブー アッバースやその子アブー・ファーリス （在位一三九四～一四三四年）が繰り返し遠征をおこなうと、ハフス朝の支配が及ぶようになった （
al-‘Ibar, vol. 6, p. 101; E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd ed., A
rticle on “D
jarīd” ） 。
（
58）
m
aw
lā-hu F
āriḥ. ハフス朝君主アブー・アッバースの解放奴隷であろう。イブン・
ハルドゥーンがチュニスに滞在していたこの時期はチュニス 留守役を委ねられているが （本訳稿七六頁も参照） 、アブー・アッバースがチュニ を手にする前はコンスタンティーヌの城塞の守備を委ねられていた （
Ibn Q
unfudh, al-F
ārisīya fī 
m
abādi’ al-daw
la al-Ḥ
afṣīya, ed. M
uḥam
m
ad al- S
hādhilī &
 ‘A
bd al- M
ajīd al- Turkī, 
Tunis, 1968, p. 186 ） 。なお、アブー・アッバースの兄弟アブー・アブドゥッラーに
仕えたファーリフとは別人 （ ﹁イブン・ハルドゥーン自伝４﹂ 、六七頁参照） 。
（
59）
Y
aḥyā ibn M
uḥam
m
ad ibn A
ḥm
ad ibn Y
am
lūl （一三八〇年没） 。祖父の代からトゥー
ザルを支配するヤムルール家の当主。ヤフヤーは一三四六年に父の旧領を取り戻した後、チュニスのハフス朝から自立してこの地域を支配し、 ﹁王﹂ ごとくふるまっていたという。本文にあるようにイフリーキヤ南部の支配をねらうハフス朝君主アブー・アッバースの攻撃を受けてトゥーザルを失い、約一年後 亡命先のビスクラで没した （
al-‘Ibar, vol. 6, pp. 387-388, 415-418; vol. 7, pp. 138-139 ） 。ビ
スクラのアフマド・イブン・ムズニーのもとにはヤフヤ の姉妹が嫁いでおり、両者は姻戚関係にあ た （
al-‘Ibar, vol. 6, p. 412 ）
（
60）
M
uḥam
m
ad al-M
untaṣir ibn A
bī al-‘A
bbās A
ḥm
ad. この後、ジャリード地方の統治
を担うが、ヤムルール家が完全に衰微したわけではなく再びトゥーザルを奪われることもあった （本訳稿七六頁参照） 。一三九四年に父アブー・アッバ スが没し兄弟のアブー・ファーリスが即位すると、近隣の町に隠退した （
al-‘Ibar, vol. 6, pp. 
389, 395-396, 398, 401, 403 ） 。
（
61）
T
ūzar. ジャリード塩湖の北西に位置するジャリード地方の首邑。アラブ・ムスリ
ムの征服の頃から の地に住むというヤムルール家が 在地の有力家系として勢力をふるっていた （
al-‘Ibar, vol. 6, pp. 412-419; E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd ed., 
A
rticle on “T
ū
zar” ） 。
（
62）
N
afṭa. トゥーザルの西約二〇キロメートルに位置するジャリード地方のオアシス
都市。トゥーザルのヤムルール家と同様の在地の有力家系にハラフ家が（al-‘Ibar, vol. 6, pp. 412-419; E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd ed., A
rticle on “N
afṭa” ） 。
（
63）
N
afzāw
a. ジャリード地方のうち、ジャリード塩湖の南東に位置する地域。同名の
オアシス都市もある。元来ナフザーワはベルベル系部族 名で、彼らの活動範囲はマグリブ全域に広がっていたが、地名としてはこ 地域を指すこ が多い（E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd ed., A
rticle on “N
afzāw
a” ） 。
（
64）
A
bū B
akr ibn A
bī al-‘A
bbās A
ḥm
ad （一三九七年没） 。ハフス朝君主アブー・アッ
バースの長子。この時ガフサの太守に任じられたが、翌年チュニスに戻った。一三九四年に父アブー・アッバースが没し 際には、直前にコンスタンティーヌ太守に任じられてチュニスを離れていたため、次の君主には弟アブー・ファーリスが即位した。しばらくは自立 保っ が、一三九六年 コンスタンティヌを占領され、捕らわれの身のまま翌年没した （
al-‘Ibar, vol. 6, pp. 388, 400, 403; 
Ibn Q
unfudh, al-F
ārisīya, pp. 190-193; Ibn Ḥ
ajar, Inbā’ al-ghum
r bi-abnā’ al-ʻum
r, 
4vols., ed. Ḥ
asan Ḥ
abashī, C
airo, 1969-98, vol. 1, p. 558 ） 。
（
65）
Q
afṣa. トゥーザルの北東約九〇キロメートルに位置する都市。在地の有力家系に
アービド家がいた （
al-‘Ibar, vol. 6, pp. 412-419; E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd ed., 
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A
rticle on “Ḳ
afṣa” ） 。
（
66） ファトワーとは、信仰や社会生活に関するムスリムの疑問に対して、法学者が口頭ないし文書で提示する法的な回答 （法的見解）のことで、そのファトワーを提示する者をムフティーと呼ぶ。 （ ﹁ファトワー﹂ ﹁ムフティー﹂ 『岩波イスラーム辞典』
; 堀井聡江『イスラーム法通史』山川出版社、二○○四年、一四一―一五七
頁） 。なお、イブン・アラファが任命されたこの職を﹁イスラームのシャイフ﹂と記す史料もあり、後のオスマン朝で見られる制度化されたシェイヒュル・ スラーム職のように、国家がファトワ 発行を統制しようとしていたも ではないかと考えられている （
Saad G
hrab, Ibn ‘A
rafa et le m
ālikism
e en Ifriqiya au V
IIIe-X
IV
e 
siècles, 2 vols., Tunis: U
niversité de Tunis I, 1992-6, vol. 1, pp. 345-348 ） 。
（
67）
A
bū ʻA
bd A
llāh M
uḥam
m
ad ibn ʻA
rafa al-W
argham
m
ī al-T
ūnisī （一三一六～一四〇一
年） 。ハフス朝期のイフリーキヤを代表するマーリク派法学者。イ リーキヤ東南部のベルベル系家系に生ま 、チュニスで学問を修めた。一三五〇年頃からチュニスの金曜モスクであるザイトゥーナ・モスクの導師 務 、一三七〇年には説教師（ハティーブ）も兼ねた。さらに翌年にはファトワーのシャイフ職に任命されるなど、当時のチュニスで最も権威ある法学者だった。一三九〇年から翌年にかけてメッカ巡礼をおこなった （
G
hrab, Ibn ‘A
rafa et le m
ālikism
e; E
ncyclopaedia of Islam
, 
2nd ed., A
rticle on “Ibn ‘A
rafa” ） 。イブン・ハルドゥーンとは不仲で、後にイブン・
ハルドゥーンがエジプトでカーディー職に任じ ると、それを知ったイブ ・アラファは、もはや自分はカーディ 職を重要な職 は見なさ い と言い放ったという （
al-S
akhāw
ī, al-Ḍ
aw
’ al-lām
i‘ li ahl al-qarn al-tāsi‘, ed. ‘A
bd al-L
aṭīf Ḥ
asan ‘A
bd 
al- R
aḥm
ān, B
eirut: D
ār al- K
utub al- ‘Ilm
īya, 2003, vol. 4, p. 130 ） 。二人の不仲につい
ては、伝統的なマーリク派法学の立場と『歴史序説』に見られるよう 斬新な発想との違いが関係しているという指摘もある （
Ibn K
haldûn, T
he M
uqaddim
ah: A
n 
Introduction to H
istory, tr. Franz R
osenthal, Princeton: Princeton U
niversity Press, 
1967, vol. 1, p. lvii ） 。
（
68）
akhbār al-daw
latayn. 仏訳者はこれを﹁アラブの最初の二王朝﹂と訳している
（
A
utobiographie, p. 154 ） 。具体的にどの王朝を指すにせよ、 『省察すべき実例の
書』のうち、アラブや古代の諸民族のことを扱う第二部の冒頭 分を指しているのであろう。
（
69）
nār al-qirā. ﹁もてなしの火﹂は砂漠の民が己の寛大の美徳を誇示すべく、夜旅を
する者への道しるべとしたり、客人として歓迎する意志表示として、砂丘の小高く目立つところに焚いた火 （堀内勝『砂漠の文化：アラブ遊牧民の世界』教育社、一九七九年、二一〇―二一一頁） 。
（
70） この箇所は訳者補筆としてハフス朝をあてた仏訳に依った。
（
71） マフディーとは、一二世紀の宗教運動家イブン・トゥーマルトのこと。神の唯一性 （タウヒード）は全ての信徒が認めるイスラームの根本教義だが、イブン・トゥーマルトとその信奉者は自分たちこそが真の一神教徒 （ムワッヒドゥー ）であると主張し、後のムワッヒド朝の母体となった。ハフス朝もマフディー・イブン・トゥーマルトの運動の正統な後継者であることを建国の理念としていた（ ﹁イブン・ハルドゥーン自伝２﹂ 四五頁、註一四） 。しかし、一四世紀末のこ頃は、この理念が最終的に払拭されて伝統的なマーリク派法学への回帰が完成する時期にあたる。マフディー以上に神 唯一性が強調されるこの詩句は、そうた時代状況を反映したものであろうか。
（
72） ﹁慈愛あまねきお方 （ラフマーン） ﹂は神の美名の一つ。数ある神の美名の中から特にこの表現を選択し は、イブン・ハルドゥーン自身の名がアブドゥッラフマーン （ ﹁慈愛あまねきお方の僕﹂の意） だ らであろうか。
（
73） ハフス朝の名祖アブー・ハフス・ウマルのこと。 ﹁真偽を分かつ人﹂ すなわち初期イスラームの第二代正統カリフであるアブー・ハフス・ウマルの子孫と位置づけられていた （ ﹁イブン・ハルドゥーン自伝７﹂ 、五四頁、註九六） 。
（
74） al-qanā. 葦槍を指す。葦の茎から作られるため、槍の柄に節がある。
（
75）
am
īr al-m
u’m
inīn. イスラーム共同体全体を統べるカリフを示す称号。ムワッヒド
朝、およびその正統な後継者を標榜するハフス朝の君主 この称号を用いていた。
（
76） 一三世紀の初期ハフス朝の威勢を示唆していると思われる。当時、ザナータ系ベルベル部族が建国したト㆑ムセンのザイヤーン朝やフェズのマリーン朝は、いずれもハフス朝の宗主権を認めていた。一方、キリスト教徒の大規模な征服活動により絶望的な状況に陥っていたアンダル の諸都市は、ハフス朝 救援を求めていた。また、マラケシュのムワッヒド朝は一二六九年に滅亡した。
（
77）
Ṣ
aw
la ibn K
hālid ibn Ḥ
am
za. スライム系アラブ遊牧民カアブ族の一派でイフリーキ
ヤ中南部を活動地域とするアブー・ライル家の指導者。彼のおじマンスール・イン・ハムザは、イフリーキヤの非都市部に絶大な影響力を誇り ハフ 朝君主アブー・アッバースのチュニス征服 （一三七〇年） にも大きく貢献した。サウラはその後継者としてアブー・ライル家を率いていた （
al-‘Ibar, vol. 6, pp. 79, 389, 392 ） 。
（
78）
D
hu’ayb. サウラのおじアフマドの存在はマリーン朝君主アブー・ハサンのイフ
リーキヤ征服 （一三四七年） 際に確認できるが （
al-‘Ibar, vol. 6, 359 ） 、その子ズ
アイブについては不詳。
（
79）アラブ遊牧民マアキル族については、 ﹁イブン・ハルドゥーン自伝５﹂ 、一〇一頁、註一一五参照。
（
80）
B
anū M
uhalhil ibn Q
āsim
. アブー・ライル家と同様、アラブ遊牧民カアブ族の一
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派。ムハルヒル家とアブー・ライル家は、互いに血の復讐を求めて、約一〇〇年間にわたって抗争を繰り広げていた。一三八一年にムハルヒル家がハフス朝君主アブー・アッバースから離反した際には、サウラに率いられたアブー・ライル家がこれを討伐するのに協力した （
al-‘Ibar, vol. 6, pp. 81, 395 ） 。
（
81）
ḥanẓal. ウリ科の蔓性多年草。球形の液果を結ぶが苦味である。詩語としては人
生の悲苦の象徴として用いられる。 （
ʻIffat al-Q
āḍī al-B
āshā, M
u ʻjam
 rum
ūz w
a 
dalālāt al-azhār w
a al-nabātāt, B
eirut: M
aktabat L
ubnān, 2005, article on “ḥanẓal” ）
（
82）
ḥaw
lī. 校訂註によると、このくだりは詩人ズハイル・イブン・アビー・スルマー
の仕事を意識したも である。彼は七年間に七編のカスィーダをものし 一年一篇書いたことからこれらを﹁ズハイルの 記群
ḥaw
līyāt ﹂と名付けていた。ズ
ハイルはジャーヒリーヤ時代の『ムアッラカート』七詩人の一人で、ムザイナ族出身 （イブン・イスハーク著、イブン・ヒシャーム編註、後藤明・医王秀行・高田康一・高野太輔訳『預言者ムハンマド伝』全四巻、岩波書店、二〇一〇―一一年、第二巻、五八三頁） 。
（
83） イブン・ハルドゥーンの史書『省察すべき実例の書』を指す。
（
84） イスラーム時代のアラビア語 料は、古代イエメンにあったヒムヤル王国の王の称号をトゥッバウと表現している。この語は『クルアー 第 四章第三七節と第五〇章第十四節にも見られるが、ヒムヤル王自身は碑文史料において
m
-l-k （ア
ラビア語の
m
alik
に相当）の称号を用いており、トゥッバウという語の起源につ
いては判然としない。
（
85） 旧約聖書において、 エル人の仇敵として描かれている遊牧民族。アラブの系譜学では、太古の昔に滅びた﹁失われたアラブ （アラブ・バ イダ） ﹂の一つであったと考えられている。
（
86） クルアーンに登場する民族で﹁失われたアラブ﹂の一つ。預言者サーリフを遣わされたが、神の警告を無視したために滅ぼされた。この集団名は碑文史料にも登場するため、実在した何 かの集団がモデルになったと推測される。
（
87） クルアーンに登場する民族で﹁失われたアラブ﹂の一つ。預言者フードを遣わされたが、神の警告を無視したために滅ぼされた。この集団については スラーム時代の文献史料以外に情報がなく、その歴史的実在性も含め 不明な点が多
（
88）アドナーン （イブラーヒームの息子イスマーイールの子孫と言われる）を始祖とする北アラブの下位集団だが、ここでは﹁全北アラブ﹂と同義 預言者ムハンマドが属するク イシュ族はムダル族の一部にあたる （
E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd 
ed., article on “R
abīʻ a”, “M
uḍar”; 高野太輔『アラブ系譜体系の誕生と発展』山川出
版社、二〇〇八年、三〇―三一頁） 。
（
89） 『歴史序説』として知られる『省察すべき実例 書』の序論を指すと思われる。
（
90）
Jām
i‘ al-Z
aytūna. ザイトゥーナ・モスク （ ﹁オリーブのモスク﹂の意） は、九世紀に
建造されたチュニスの金曜モスクで、この町の信仰や学問の中心地だった。当時、このモスクの導師を務めていたのは、イブン・アラファである。彼は、メッカ巡礼で留守にした時を除き、一四〇一年に没するまで約五〇年間この職にあり続けた（G
hrab, Ibn‘A
rafa et le m
ālikism
e, vol. 1, pp. 338-345; al-Z
arkashī, Tārīkh al-daw
latayn 
al-m
uw
aḥḥidīya w
a al-ḥafṣīya, ed. al- Ḥ
usayn al- Y
a‘qūbī, Tunis: al- M
aktaba al- ‘A
tīqa, 
1998, pp. 193, 229, 242 ） 。
（
91）この行以降八行分 （原文二四二頁一〇行目から二四三頁一行目までの四行。 ﹁けれども彼女らは気高く横目でにらんでいた﹂まで）は難解であ 。仏訳者もまたこの箇所を訳出不能としている （
A
utobiographie, p. 1286 ） 。おそらく大意は、イフ
リーキヤの美しい土地や古い遺跡 （カルタゴのアーチ橋はやせ衰えながらも誇り高いラクダになぞらえ れている） にかけて誓う、ということであろう。
（
92） al-ḥanāyā. ローマ期に水道橋として建造されたカルタゴのアーチ橋を指す （ ﹁イブ
ン・ハルドゥ ン自伝６﹂ 、四六頁、註六〇） 。
（
93）タスム
Ṭ
asm
、ジャディース
Jadīs ともに前述﹁失われたアラブ﹂に属する民族名。
最初からアラビア語を母語とした人々として知られ 。タスムはヌ フの息子サームの息子ラーウズの息子 名祖 、ジャディースはサームの息子イラムの息子を名祖とする。タスム族がヤマ マ 移住 たのち、ジャディ ス族がこれに加わった （
E
ncyclopaedia of Islam
, 2nd ed., article on “Ṭ
asm
”; 高野太輔『アラブ系譜体系の
誕生と発展』 、六八頁） 。校訂註によればこの箇所はハッサーン・イブン・トゥッバアがジャディース族を攻撃した件を意図している。イエメン王であったハッサーン・イブン・トゥッバアはヤマ マでタスム族とジャディース族を攻撃し、ジャディース族を滅ぼした （
al-Ṭ
abarī, Tārīkh al-Ṭabarī : tārīkh al-um
am
 w
a al-m
ulūk, vol. 
1, B
eirut: D
ār al-K
utub al-ʻIlm
īya, 2002, pp. 362, 370-371 ） 。
（
94） アードについては註八七参照。
（
95）
ilay-ka-hā. ここの
ilay-ka は
khudh （取れ）と同義で、ここは
khudh-hā ilay-ka （それ
を汝の方に取れ） と同義となる （ライト『アラビア語文典』ごとう書房、一九八七年、下巻、一四二頁 。
（
96）トプカプ宮殿博物館所蔵のザーヒル写本 （
A
hm
at 2924/13-14 ）ではこの箇所はご
く短く述べられ、以下のようにすぐ原文二四五頁四行目の記述へと続いている。
 
﹁それから近臣たちとイブン・アラファの中傷や競争意識や攻撃が多くなり、私は彼らを避けること 選び、スルターンに［巡礼の］義務を果たすべく私の道を開いてくれるよう懇願した。彼は私にそれを許可した。 ﹂
 
ザーヒル写本は底本アヤソフィヤ写本より以前に成立 ているため、こ 箇所はアヤソフィヤ 執筆する段階でイブン・ハルドゥーン自身が新 に詳細な
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述を書き加えたものと考えられる。
（
97） 前出のヤムルール家のヤフヤーが亡命先のビスクラで没した後まもなくして、その子アブー・ヤフヤーがトゥーザルを奪回し、ハフス朝君主アブー・アッバースの息子ムハンマド・ムンタスィルを追放した （
al-‘Ibar, vol. 6, p. 395 ） 。
（
98） al-M
alik al-Ẓ
āhir. チェルケス・マムルーク朝 （ブルジー・マムルーク朝）の初代
スルターン （在位一三八二～一三八九、 一三九○～一三九九年） 。一三七八年四月に軍人の最高位であるアターベク （
atābak al-ʻasākir ：総司令） の地位に就き実権を
掌握し、一三八二年一一月二六日 （七八四年ラマダーン月一九日）にカラーウーン家のスルターン・サーリフ・ハーッジー 在位一三八一～一三八二年）を廃し自らスルターンの座についた。一三八九年六月に後に見るミンターシュとヤルブガー・ナースィリー 反乱によって 時スルター の地位を追われるも、一三○年二月にカイロへ戻り スルターンに返り咲いた。一三九九 六月没 （
Ibn 
Ḥ
ajar, Inbā’, vol. 2, pp. 66-69; Ibn T
aghrībirdī, al-M
anhal al-ṣāfī w
a al-m
ustaw
fī baʻ
da 
al-w
āfī, 12 vols., ed. M
uḥam
m
ad M
uḥam
m
ad A
m
īn, C
airo, 1985-2006, vol. 3, pp. 285-
342 ） 。
（
99）バフリー・マムルーク朝第八代スルターン・マンスール・カラーウーン （在位一二七九～一二九○年） の一族。彼の没後、バルクークがスル ンとなるまでバフリー・マムルーク朝時代 スルターン位のほとんどを彼の 族が占めた。
（
100）この年、アミール・アルトゥンブガー
A
lṭunbughā al-Jūbānī 率いる巡礼団 （
rakb ）
がメッカに行っており、巡礼自体がなかった訳ではない （
al-M
aqrīzī, K
itāb al-
sulūk li-m
aʻ
rifat duw
al al-m
ulūk. 4 vols., ed. M
uḥam
m
ad M
uṣṭafā Z
iyāda et al., C
airo, 
1939-73, vol. 3, p. 483 ） 。この年の巡礼団の出立日は不明であるが、例年巡礼団はカ
イロをシャウワール月一六～一九日の間に出立したので （
A
bdullah ʻA
nkaw
i, “The 
Pilgrim
age to M
ecca in M
am
luk Tim
es, ” A
rabian Studies 1, 1974, p. 148 ） 、翌月にカ
イロに到着したイブン・ハルドゥ ンは間に合わなかったのであろう。なおイブン・ハルドゥーンは、エジプト 到来して程なく、このアルトゥンブガー つてを得たという （
al-M
aqrīzī, Sulūk, vol. 3, p. 480 ） 。
（
101） ムスリムの伝えるハディースに﹁アブー・フライラは伝えている。アッラーのみ使いは言われた。 『サ ハーン河、 ャイハーン河、ユーフラテス河、ナイル河は、全て天国にある河である』 ﹂とあり、ナ ル川が天国の川という認識が読み取れる （磯崎定基、飯森嘉助訳『日訳サヒーフ・ムスリム』全三巻、東京：日本サウディアラビア協会 一九八七年、第三巻、七○九頁） 。
（
102）ト㆑ムセン出身でマリーン朝に仕 た法学者 （ ﹁イブン・ハルドゥ ン自伝４﹂ 、六八―六九頁） 。
（
103） ヒジュラ暦七四○年の巡礼の期間は、西暦一三四○年六月の一三～一五日であっ
た。
（
104）
A
bū al-‘A
bbās A
ḥm
ad ibn Idrīs al-B
ijā’ī （一三五九―六〇年以降没） 。ビジャーヤの
マー リク派法学者 （
Ibn Farḥūn al-M
ālikī, al-D
ībāj al-m
udhahhab fī m
aʻ
rifat aʻ
yān 
ʻulam
āʼ al-m
adhhab, ed. M
aʼ m
ūn ibn M
uḥīy al- D
īn al- Jannān, B
eirut: D
ār al- K
utub al-
ʻIlm
īya, 1996, p. 138 ） 。
（
105）アンダルス出身でマリーン朝に仕えた法学者 （ ﹁イブン・ハルドゥーン自伝４﹂ 、七〇―七一頁） 。
（
106） 当時のマムルーク朝スルターンはナースィル・ハサン （在位一三四七～一三五一、
 
一三五四～一三六一年） であった。
（
107）
risālat-hi al-nabaw
īya. この時の書簡はアブー・イナーンの直筆によるもので、同
じく直筆の詩が添えられていた。また、詩の方はワクフとされて常に預言者ムハンマドの墓所で読み上げられるよう定められていたという （
M
uḥam
m
ad al-M
anūnī, 
W
araqāt ‘an ḥaḍārat al-M
arīnīyīn, R
abat: Jām
i‘at M
uḥam
m
ad al- K
hām
is, 1996, p. 
220 ） 。
（
108）
al-Jām
i‘ al-A
zhar. 九七○年にファーティマ朝が新都カイロに建設した金曜モスク。
アイユーブ朝の創始者サラーフッディーン （在位一一六九～一一九三年） がファーティマ朝を滅ぼしス ナ派体制を確立すると、同モスクでのフトバが廃止され、金曜モスクとしての機能が失われた。その後一二六七年、 ムルーク朝第五代スルターン・バ バルス （在位一二六○～一二七七年） の時代に施設の修復と新たなワクフ財の寄進がなされ、金曜モスクとして復活した。マムルー 朝時代を通じて同モスクでは様々な講義が開かれ、多数 教師・学生が集い活発な教育活動が行われるようになった （
M
uḥam
m
ad ʻA
bd A
llāh ʻInān, Tārīkh al-Jām
iʻ al-A
zhar, 2nd. 
ed., C
airo, 1958, pp. 110-135 ） 。
（
109）慈善行為の一環としてウラマーやスーフィーに手当を支給する行為はイスラ ム世界の諸王朝において広く見られた （
Y
aacov Lev, C
harity, E
ndow
m
ents, and 
C
haritable Institutions in M
edieval Islam
, G
ainesville: U
niversity Press of Florida, 
2005, pp. 13-20 ） 。
（
110） カルカシャンディー『黎明』に同様の書簡が収録されている （
al-Q
alqashandī, Ṣubḥ 
al-a‘shā fī ṣināʻat al-inshā’, 14 vols., C
airo: al- H
ay’a al- M
iṣrīya al-ʻ Ā
m
m
a lil- K
itāb, vol. 
7, pp. 379-380 ） 。
（
111）
A
khū-hu. 公文書に書かれるスルターン自筆の認証署名 （
tarjam
a ）で用いられる自
称の一つ。自称は相手の地位や公文書の種類に って細かく定められ おり、 ﹁あなたの兄弟﹂は異国のムスリムの王に宛てた書簡で用い た （谷口淳一編﹁アフマド・イブン・ファドル・アッラー・ウマリー著『高貴なる用語 解説』訳註（３） ﹂ 『史窓』六九号、二○一二年、四九頁） 。
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（
112） 校訂註によると、この書簡を収録しているのはトプカプ宮殿博物館所蔵のアフメト三世写本 （
A
hm
et 3042 ）のみである。またバルクークの名前の後ろは空欄に
なっており、ここに彼のアラーマ （代署） が書かれるとされる。
（
113）
S
hāhanshāh. ペルシア語で﹁諸王の王﹂の意。アッバース朝時代に尊称としてイ
スラーム世界に導入され、ブワイフ朝時代よりしばしば用いられるようになる。マムルーク朝ではスルターン専用 特別な尊称とされた （
Ḥ
asan al-B
āshā, al-A
lqāb 
al-Islām
īya fī al-tārīkh w
a al-w
athā’iq w
a al-āthār, C
airo, 1989, pp. 353-354 ） 。
（
114）
Iskandar al-zam
ān. ア㆑クサンドロス大王に由来する尊称。マムルーク朝第五代
スルターン・バイバルスが用いて以降、マムルーク スルターンの尊称としてしばしば用いられるようになった。ただし、 ﹁ア㆑クサンドロス （
al-Iskandar ） ﹂ ﹁第
二のア㆑クサンドロス （
Iskandar al-thānī ） ﹂ ﹁二本角を持つ者 （
D
hū al-qarnayn ） ﹂
などア㆑クサンドロス大王に由来する尊称はホラズムシャ 朝など他の地域や王朝においても見られる （
Ḥ
asan al-B
āshā, al-A
lqāb, pp. 158-160 ） 。ア㆑クサンドロス
大王は『クルアーン』第一八章第八三―九八節に登場する 陽の沈む処と陽の昇る処に住む民族を制圧 たのち蛮人ヤージュージュとマージュージュを封じ込める防壁を建設した﹁ 本角を持つ者﹂に比定され、敬虔な一神教の信徒にしてその布教者、あるいは預言者の一人と見なされるなど、イスラーム的な英雄と目された （ ﹁ア㆑クサンドロス伝承﹂ ﹁ズルカルナイン﹂ 『岩波イスラーム辞典』
; 山中
由里子『ア㆑クサンドロス変相：古代か 中世イ ラームへ』名古屋大学出版会、二○○九年） 。
（
115）
M
alik al-B
aḥrayn. 二つの海とは、地中海 （
B
aḥr al-R
ūm
）と紅海 （
B
aḥr al-Q
ulzum
）
を指す （
al-Q
alqashandī, Ṣubḥ, vol. 6, p. 71 ） 。
（
116）
K
hādim
 al-Ḥ
aram
ayn al-S
harīfayn. アイユーブ朝の創始者サラーフッディーンが尊
称に用い、バイバルス以降 マムルー 朝スルターン 用い 。両聖都およびヒジャーズ地方に対する支配権の確立を志向した両王朝の政治姿勢 示してい（Ḥ
asan al-B
āshā, al-A
lqāb, pp. 267-269 ） 。
（
117）
Q
asīm
 am
īr al-m
u’m
inīn. カリフと政治権力を分け合う者の意。ブワイフ朝のイラ
クとファールスの支配者マリク・ラヒーム 在位一○四八～一○五五年）が尊称として初めて用い、ヒジュラ暦七／一三世紀にはイスラ ム世界の各地の有力君主が用いた。アッバース朝滅亡後にマムルーク朝スルターン・バイバル がカイロにアッバース朝カリフ位を復活させると、バイバルスがこの尊称を用い、そ 後マムルーク朝スルターンの尊称として広く用いられるよう なった （
Ḥ
asan al-B
āshā, al-
A
lqāb, pp. 204-206 ） 。
（
118） スルターン・バルクークの父親で、チェルケス人。バルクークがアターベクの地位にあった時期に故国から呼び寄せ、一三八一年 兄弟親族を伴ってエジプトへ
来た。同年息子バルクークのスルターン就任を見ることなく死去。彼の名前は、ここでは
A
nas
と表記されているが、
Ā
naṣ 、
A
naṣ
と表記されることが多い。
（
al-‘Ibar, vol. 5, pp. 472-473; Ibn T
agh
rībirdī, al-M
anhal, vol. 2, p. 107; Ibn Ḥ
ajar, 
Inbā’, vol. 1, p. 244 ） 。
（
119）
al-Ḥ
aḍra. マムルーク朝から他のイスラーム国家に送られる書簡において、相手
の君主に対して用いられた尊称 （
Ḥ
asan al-B
āshā, al-A
lqāb, pp. 262-263 ） 。
（
120）
Q
udw
at al-m
uw
aḥḥidīn. マムルーク朝の外交文書でハフス朝君主に対して用いら
れる特別な尊称の一つ。同王朝がムワッヒド朝の後継者を自認することに由来する （
al-Q
alqashandī, Ṣubḥ, vol. 6, p. 65 ） 。
（
121）元来はアラブ遊牧民が行った略奪行為﹁ガズウ﹂を行う者の意であるが、イスラーム以後、異教徒に対する襲撃行為を意味するようになる。このため、ガズィーは異教徒に対する戦いを行う者に冠せられた名誉の称号として用いられるようになる （ ﹁ガズウ﹂ ﹁ガーズィー﹂ 『岩波イスラーム辞典』 ） 。
（
122）
Sayf jam
āʻat al-shākirīn. 同じくハフス朝君主に用いられる特別な尊称だが、意味は
不明。書記の手引き書『黎明』の作者カルカシャンディーは、その意味をイブン・ハルドゥーンに尋ねたものの、彼も知らなかったと述べている （
al-Q
alqashandī, 
Ṣubḥ, vol. 6, p. 55 ） 。
（
123） ハディースに依拠した表現。 ﹁イブン・ハルドゥーン自伝６﹂ 、四五頁、註四二参照。
（
124）これもハディースに依拠した表現 （牧野信也訳『 ディース
　
イスラーム伝承集
成』中央公論新社、二〇〇一年、第三巻、一六一頁） 。
（
125）
al-W
alaw
ī. イブン・ハルドゥーンの個人の尊称﹁ワリーユッディーン （ ﹁宗教の
友﹂の意） ﹂をニスバ （由来名）の形 したもの。任命書など公文書において個人名を記載する場合、個人の尊称はこのようにニスバ形にして書かれた。
（
126）
gharīb w
aṣf w
a-dār. 形容詞
gharīb
は﹁故国を離れた﹂あるいは﹁一風変わった﹂
の意。ここでは両方の意味で用いられている。
（
127）校訂註によれば、バッシャール・イブン・ブルド
B
ashshār ibn B
urd
の詩とされ、
﹁人々よ、わが耳は部族の一つを情熱的に愛すもの﹂という上の句が省略されているとのこと。詩人バッシャールについては、 ﹁イブン・ハルドゥーン自伝５﹂九七頁、註四四参照
（
128）ハフス朝とマムルーク朝の間の外交関係は当時絶えて久しかった。イブン・ハルドゥーンは家族をエジプトへ呼び寄せるためバルクークにこの書簡を書いてもらう一方で、自らハフス朝スルターンに手紙を書き、バルクークに外交使節 送り贈物をするよう助言した。このバ ク クの書簡 持参したミ ナースィーなる人物の素性は不明であるが、マムルーク朝 公式 使者ではなく、この時イブン・ハル
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ドゥーンが自らの手紙を届けるために送った人物と考えられる。ミクナースィーという名を考慮すると、ベルベル系ミクナーサ族もしくは都市メクネスと縁のあるマグリブ出自の人物であろう。なおハフス朝スルターンはこのイブン・ハルドゥーンの進言を受け、イブン・ハルドゥーンの家族とともにバルクークへの贈り物としてマグリブ産のアラブ馬を送ったが、後述のように船は沈没してしまったという （
al-
ʻIbar, vol. 5, pp. 479-480 ） 。
（
129）
w
aqf. ワクフとは、店舗、賃貸住宅、土地など収益が見込める不動産物件 （これ
をワクフ財源という） 所有者がその収益の一部 いし全部を一定の目的 （これをワクフ対象という）に充てることを予め定めたうえで寄進する行為を指す。一定の目的とは、原則として宗教、公共、慈善的なも である必要があり、モスクやマドラサ、病院や救貧院の維持運営がそれに相当する。 ﹁ワクフ﹂は停止を意味するアラビア語で、寄進物件 財産として所有権 移動が永久に停止されることに由来する言葉である。それゆえ、ワクフとして寄進された物件は以後、売買・分割・譲渡などが禁止されるが、以下ではその所有権移動禁止 原則が破られている様子がイブン・ハルドゥーンによっ 語られている （ ﹁ワクフ﹂ 『岩波イスラーム辞典』
; 堀井聡江『イスラーム法通史』 、一三三―一三四頁） 。
（
130）
M
adrasat al-Q
am
ḥīya. フスタートのアムル・モスク近くにあるマーリク派のマドラ
サ。アイユーブ朝の創始者サラーフッディーンが一一七○年一○月初めに建設し、ワクフを設定した。そのワクフ財源であるファイユーム地方の農地で収穫される小麦がマドラサの教授や学生たちに配給されたため、 ﹁小麦の （＝カムヒーヤ）学院﹂として知られることとなった。このマドラサには計四人の教授 置かれていた（N
eil D
. M
acK
enzie, A
yyubid C
airo: A
 Topographical Study, C
airo, 1992, pp. 110-111; 
al- M
aqrīzī, al-M
aw
āʻiẓ w
a al-iʻtibār fī dhikr al-khiṭaṭ w
a al-āthār, ed. A
ym
an F
u’ād 
Sayyid, 5 vols., London: M
u’assasat al- F
urqān lil- Turāth al- Islām
ī, 2002-04, vol. 4, pp. 
455-456 ） 。
（
131）前任の教授はアラムッディーン・スライマーン・ビサーティー
ʻA
lam
 al-D
īn 
S
ulaym
ān al- B
isāṭī であった。イブン・ハルドゥーンの同マドラサでの最初の講義
は七八六年サファル月二五日／一三八四年四月一八日の とであり、その講義にはイブン・ハルドゥーンのパトロンであるアルトゥンブガーの他、文武の高官や名士たちも参列したという （
al-M
aqrīzī, Sulūk, vol. 3, p. 513 ） 。
（
132）マムルーク朝ではスンナ派四法学派それぞれから一名ずつ、計四人の大カーディーが任じられていたが、その序列はシャーフィイー派、ハナフィー派 ーリク派、ハンバル派の順であった （
Joseph H
. Escovitz, T
he O
ffice of Q
âḍî al-Q
uḍât in 
C
airo under the B
aḥrî M
am
lûks, B
erlin, 1984, p. 25 ） 。イブン・ハルドゥーンがマー
リク派を第四位と見なした理由は不明である。
（
133）マムルーク朝の四人の大カーディーは各々複数の代理裁判官 （
nuw
w
āb ）を任命
し、カイロ市内において法務を代行させていた。代理裁判官たちは市内のモスクやマドラサなどで裁判を行った （
Escovitz, T
he O
ffice of Q
âḍî al-Q
uḍât, pp. 132-33 ） 。
その数は時代が下るに従って増加していき、マムルーク朝末期のカイロでは一○○人を超えた （三浦徹﹁マムルーク朝末期の都市社会：ダマスクスを中心に﹂ 『史学雑誌』九八巻一号、一九八九年、八頁） 。
（
134） 一二六五年にマムルーク朝でスンナ派 法学派から大カ ディーが任命されるようになった当初は、四人の大カーディーが各々エジプトの各地に代理裁判官を任命していたが、一二七九―八○年以降この権限はシャーフィイー派大カ ディーのみに与えられるようになった （
Escovitz, T
he O
ffice of Q
âḍî al-Q
uḍât, p. 24 ） 。
（
135）マーワルディー、湯川武訳『統治の諸規則』慶應義塾大学出版会、二○○六年、一六八頁にカーディーの遺言執行に関する職務内容が解説されている。
（
136）前任のマーリク派大カーディーはジャマールッディ ・アブドゥッラフマーン・イブン・ハイル
Jam
āl al-D
īn ʻA
bd al-R
aḥm
ān ibn K
hayr al-M
ālikī 。マーリク派の法
学者たちが彼の下した判決が誤りであると非難したことがきっかけで七八六年ジュマーダー・アーヒラ月三日／一三八四年七月二三日 解任された （
al-
M
aqrīzī, Sulūk, vol. 3, p. 517 ） 。
（
137）
khil‘a. しばしば﹁名誉の衣﹂ ﹁恩賜の衣﹂ ﹁賜衣﹂と訳出される、衣服および織物、
武器、防具、馬具、装飾品の総称で、上位者が下位者に対して何らかの職務を授与する際の証として与え 物 を指す。ヒラ ル・サービー、谷口淳一・清水和裕監訳『カリフ宮廷のしき り』松香堂、二○○三年、九二―九六頁を参照。
（
138）
B
ayn al-Q
aṣrayn. ﹁二つの宮殿の間﹂の意で、かつてのファーティマ朝の宮殿に
はさまれた大通り。マムルーク朝時代には多くの宗教・教育施設が立ち並ぶカイロの目抜き通りとなった。
（
139） al-M
adrasa al-Ṣ
āliḥīya. アイユーブ朝第七代スルターン・サーリフ・ナジュムッ
ディーン （在位一二四○～四九） が建設 た、エジプトで初めてスンナ派四法学派の講義が開かれたマドラサ。一二四二年六月一五日に建設開始 一二四二 一○月一二日に完成、一二四三―四四年に四法学の講義が置かれた。サーリフが一 四九年に没した後、彼の墓廟が併設された （
M
acK
enzie, A
yyubid C
airo, pp. 123-124; al-
M
aqrīzī, K
hiṭaṭ, vol. 4, pp. 485-494 ） 。マムルーク朝時代に入り四法学派から大カー
ディーが任じられるようになると、このマドラサが四大カーディーの法廷兼住居とされた （
Escovitz, T
he O
ffice of Q
âḍî al-Q
uḍât, p. 133 ） 。
（
140） イブン・ハルドゥーンのマーリク派大カーディー職就任は七八六年ジュマーダー・アーヒラ月一九日／一三八四年八月八日 こと。マクリーズィーは、この任命はアルトゥンブガーの仲介により実現したと伝える （
al-M
aqrīzī, Sulūk, vol. 3, p. 517 ） 。
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イブン・ハルドゥーンの伝える前述の﹁側近の大物の一人﹂とはこのアルトゥンブガーであろうか。
（
141） 以下、カイロの司法界の腐敗振りをあげつらうイブン・ハルドゥーンの文章については、森本公誠﹁イブン＝ハルドゥーンの見たエジプト 司法界﹂ 『藤本勝次、加藤一朗両先生古希記念
　
中近東文化史論叢』関西大学文学部、一九九二年、
一四○―一五○頁の訳文を参考とした。
（
142） イスラーム法では、文書よりも証言に大きな証拠能力を認めており、専門の職業集団である公証人が裁判や婚姻・売買等日常の契約において証人 役割を果たした。彼らは様々な契約文書の作成を行うとともに、必要 応じ その文書の有効性を証言した （ ﹁ ﹂ 『岩波イスラーム辞典』 ） 。彼らは市中に店を構え、文書作成や裁判での証人を務めることで手数料を得ていた （
Toru M
iura, “U
rban Society 
in D
am
ascus as the M
am
luk Era w
as Ending, ” M
am
lūk Studies R
eview, vol. 10, no. 1, 
2006, p.165; 『歴史序説』第二巻、九六―九八頁） 。
（
143）
ḥākim
. この文章で言うところの﹁カーディー﹂は四大法学派それぞれの大カー
ディーを指し、ハーキムは裁判官全般のことを指す。なお森本公誠﹁イブ
=
ハル
ドゥーンの見たエジプトの司法界﹂一三九頁では、カーディー（大カーディ ） を﹁法官﹂とし、ハーキムを﹁司法監督官﹂としている。
（
144）
tazkiya. 裁判の際に証言する証人が法定の適格要件を満たしているか、すなわち
アドル （ ﹁有徳﹂ ﹁公正﹂の意）であるかを、その証人が住む居住区内の住民に対して聞き取り調査を行う。この手続きをタズキヤという （堀井聡江『イスラーム法通史』 、九二―九三頁） 。
（
145） アヤソフィヤ写本には
ahl の語を加えた
ahl al-futyā （ファトワーの徒） として記載
があり、この読みに従った。なおファトワー 徒は﹁ フティー﹂と同義であるとみなした。ファトワーには法的 拘束力はないが、裁判の際、自らの主張の正当性を示し、カーディーが判決を下す際に参考とする証拠の一つと て用いられたため、訴訟に当 っては原告 被告ともにファトワーを請求した である。ファトワーについては註六六参照。
（
146）校訂テキストでは
khibra （経験）とあるが、アヤソフィヤ写本に従い、
ḥayra （困
惑） と読む。
（
147）原語の
m
adad
は﹁支援﹂という意味であるが、仏訳、森本訳に従い、 ﹁ムフ
ティーによるこの種の悪しき行為への
支・
援﹂を﹁悪弊﹂と訳出した。森本公誠
﹁イブン＝ハルドゥーンの見たエジプトの司法界﹂一四七頁参照。
（
148）
zāw
iya. ﹁修道場﹂と訳出したこの施設は、スーフィーや聖者の修行、宗教儀礼遂
行の場として、また聖者の墓廟が置かれることによる参詣の場として機能した。人々は、そこで修行に励む聖者やスーフィーによる神へのとりなし、あるいは彼
らを通じて﹁バラカ﹂と呼ばれる神の恩恵が与えられることを期待し、こうした場を訪れたのである （ ﹁ザーウィヤ﹂ 『岩波イスラーム辞典』 ） 。
（
149） 似たようなハディースは多々ある。例えば、牧野信也訳『ハディース
　
イスラー
ム伝承集成』 、第六巻、二○六―二○七頁を参照。
（
150） 『クルアーン』第六八章第二五節。啓示を嘘偽りと見なす者、やたらと誓いを立てる者、やたらと人を中傷し、悪口を言いふらす者などの逸話に出てくる文言で、イブン・ハルドゥーンはクルアーンを引用しつつ自ら 正当性と中傷者たちの不当な振る舞いを際立たせているのである。
（
151） ﹁神よ、私はあなたに現世と来世における健康 （
al-‘āfi
ya ）を求めます﹂というハ
ディースが念頭に置かれているものと思われ 。例えば
A
bū D
ā’ūd, Sunan A
bī 
D
ā’ūd, 7 vols., ed. S
hu‘ayb al- A
rnaw
ūṭ, D
am
ascus: D
ār al- R
isāla al- ‘Ā
lam
īya, 2009, vol. 
7, p. 408
を参照のこと。
